
論
　
　
文中

部
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
村
の
米
作
経
営

ー
ー
一
九
七
八
／
七
九
年
β
乾
・
雨
霧
作
一山

川

充

夫

隷
　
移
　
め
　
に

8
　
硬
究
の
目
的

　
一
九
七
九
奪
八
過
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
、
フ
イ
夢
ピ
ン
の
串
藻
ル
ソ
ン
紅
あ
る
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
州
2
焉
く
簿
麟
9
鞍
、
タ
ラ
ベ

ラ
簿
裟
毒
叢
壌
馨
績
窪
↓
鉱
難
く
⑳
峯
、
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
載
雛
舞
舞
鹸
塁
鷺
斡
讐
彗
色
一
の
耕
落
社
会
経
済
構
造
に
麗
す
る
調
董
を
実
施

（
圭
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
た
・
牽
稿
で
嫁
懸
に
公
表
さ
細
る
鞍
告
で
詳
綱
に
絃
論
ず
る
こ
と
の
で
き
な
か
妥
当
樗
の
氷
霧
経
営
に
つ
ぞ
、
雇
き
ざ
み
の
米

簿
信
面
積
幾
縷
に
よ
る
欝
濤
盤
を
中
心
に
し
て
経
営
鼓
術
的
灘
面
と
経
営
経
済
的
鍵
面
と
の
薦
面
か
ら
縷
説
し
た
い
。

　
　
多
中
蝋
即
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
繕
の
米
俘
一
難
営
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一



一
難
　
　
　
交
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

（
i
）
こ
翰
講
萱
綜
露
嚢
鶴
棄
癒
ア
ジ
ア
農
替
の
盆
会
経
済
講
誉
（
」
彪
七
残
無
度
交
懸
省
麟
学
磁
究
費
溝
磐
学
績
講
糞
、
代
表
嘉
橋
彰
東

　
　
蕪
大
学
経
済
学
薬
）
江
負
っ
て
欝
る
。
講
蓋
の
畿
要
に
つ
華
て
燃
差
認
の
鍮
交
癒
参
難
の
こ
と
．
嘉
機
影
■
棄
蘇
ア
ジ
ア
農
繕
歓
会
経
済
撰
進
砂

　
　
誌
鞍
嚢
爽
靴
つ
験
て
転
職
経
済
学
譲
葉
』
第
難
毛
嚢
二
暑
（
一
九
八
一
奪
）
専

（
2
）
蜜
羅
充
夫
「
串
灘
掬
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ゆ
繕
㊤
歓
会
経
済
講
造
」
『
経
済
学
譲
集
細
纂
醤
七
巻
霞
暑
（
・
一
九
八
一
奪
）
。

§
　
マ
マ
ン
講
ア
ィ
ル
雛
の
購
髄
要

　
蚤
舷
は
中
部
ル
ソ
ン
軍
費
の
ほ
減
串
実
額
に
あ
警
、
霞
然
礎
務
、
簸
海
難
遊
、
後
背
難
題
な
ど
潜
入
聾
こ
ん
だ
沸
積
地
に
立
地
し
て
お

蟄
、
気
候
的
に
嫁
乾
懸
と
雨
難
と
恭
購
懸
に
籔
分
さ
れ
る
典
璽
的
な
熱
鞭
モ
ン
ス
ー
ン
地
馨
に
属
し
て
》
る
。

　
こ
の
越
は
、
ヌ
エ
バ
・
エ
シ
ハ
の
種
々
ぶ
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
薪
醗
簸
で
あ
聾
、
行
政
材
と
し
て
自
立
し
た
の
は
や
っ
と
一
九
五
二

奪
で
・
あ
っ
た
。
　
こ
の
越
に
は
一
九
七
九
年
一
　
一
月
環
”
在
で
九
五
縫
揚
帯
、
　
五
五
六
人
。
が
〔
鴛
住
し
て
恥
た
。

　
　
　
（
五
）

　
こ
の
麺
の
経
済
は
農
業
を
幸
心
と
し
て
お
勢
、
六
五
撲
榮
（
六
八
・
饗
％
）
解
農
家
で
あ
聾
、
鞄
は
非
農
家
で
あ
っ
た
。
六
五
戸
の
農

豪
の
・
り
ち
、
醸
灰
業
壷
σ
総
髯
［
だ
け
で
生
活
”
で
き
る
灘
v
業
農
家
は
三
七
一
戸
（
五
六
・
九
％
）
　
で
占
め
蓼
、
残
墾
の
二
八
一
戸
は
晶
黙
葉
木
農
家
で
あ
っ
た
。

兼
業
藻
懸
α
主
要
な
も
の
は
農
業
蟹
労
鍵
で
あ
撃
、
そ
め
飽
㊧
藤
縄
と
し
て
は
ト
ラ
イ
シ
ク
劣
ド
ラ
イ
バ
ー
、
土
建
労
鶴
、
縫
製
下
請

労
餓
“
｝
、
　
・
掛
商
店
も
峰
節
織
讐
醗
簿
鉱
　
む
降
砂
O
讐
⑦
経
営
》
な
ど
一
か
・
あ
っ
た
。
　
ム
ハ
五
一
戸
の
塾
駅
家
赫
赫
集
“
洛
の
麗
透
舶
簾
を
率
・
齢
に
し
て
　
一
二
五
・
〇
二
紘
を
誹

馨
し
て
耽
る
、
農
家
一
戸
妾
雛
繹
面
積
は
一
・
九
二
紘
で
あ
っ
た
。
雑
作
簸
を
翫
有
籠
曝
露
に
み
る
と
、
小
霧
地
溝
一
〇
〇
・
八
二
醜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

（
八
○
・
六
％
）
、
霧
搾
発
紬
欄
二
一
二
・
二
勧
（
一
八
・
六
％
［
）
、
怠
警
邏
一
・
《
）
漉
（
○
・
八
％
「
）
で
↓
め
警
、
小
繹
擁
響
か
一
窪
㈱
携
的
に
大
き
》
麟
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
霧
）

会
を
霞
め
て
塾
る
簿
こ
れ
を
農
家
分
類
に
あ
て
は
め
る
と
、
五
二
戸
（
八
○
・
○
％
）
麟
掛
靠
農
で
あ
参
、
嶽
．
樺
鑑
農
九
戸
、
察
・
小
作



農
二
戸
、
嚢
鐸
農
二
戸
と
な
る
葺

　
　
　
　
　
　
　
（
奪
）

　
一
叢
七
八
／
七
九
奪
の
馨
磐
麺
面
積
緯
｝
九
七
・
七
五
紘
で
あ
夢
、
そ
の
霞
談
議
雨
簸
米
誓
獲
七
・
羅
％
、
乾
観
衆
鐸
三
二
．
五
％
、

登
霧
そ
禽
難
二
（
）
・
一
％
で
あ
夢
、
来
鐸
の
幾
重
の
大
き
さ
潜
わ
か
る
。
縫
方
、
登
簿
慧
ど
の
幾
重
も
漬
し
て
無
機
で
き
な
い
．
こ
の
麟

で
乾
懸
米
樺
渉
米
の
二
難
霧
と
し
て
定
着
し
た
の
は
一
九
七
八
奪
に
灘
灘
灘
水
落
醐
透
し
て
以
後
め
こ
と
で
あ
る
。

　
（
隻
）
　
詳
纒
綜
譲
講
一
響
の
窪
（
2
）
蓼
参
熱
。

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
（
2
）
　
霧
霧
穐
農
と
慧
一
九
七
一
奪
の
農
地
駿
華
法
に
懸
っ
て
一
戴
奪
鑑
蟹
選
で
癬
霧
鐘
を
嚢
露
地
と
し
て
瞬
有
で
き
る
機
翼
の
こ
と
で
あ
る
。

　
（
3
）
　
鑛
壷
簸
肚
劇
職
の
鱗
縛
巻
あ
鯵
、
七
九
奪
の
露
難
霧
の
米
簿
の
較
穫
に
黙
す
る
護
壷
が
で
き
ず
、
七
八
奪
の
そ
れ
に
代
替
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
米
作
経
営
技
術
の
贈
屡
懸
特
徴

　
米
鐸
経
営
を
鼓
衛
総
鍵
癒
と
経
営
経
済
的
難
悪
と
に
分
け
て
考
察
し
て
い
く
。
米
鐸
の
主
意
農
撫
業
は
、
繋
懇
、
警
邏
、
パ
レ
タ
、

薩
騨
づ
く
夢
、
蕊
駁
、
獲
纏
、
除
草
、
騎
縁
、
施
肥
、
叡
護
、
運
機
な
ど
一
一
に
麩
分
さ
れ
る
。
こ
こ
で
按
徳
的
灘
面
と
は
、
第
一
に
各

農
鐸
業
に
お
け
る
労
饒
手
霞
灘
環
の
鷲
鐵
と
そ
の
瞬
有
麗
係
に
つ
》
て
、
第
二
に
労
騰
力
瀦
罵
の
特
籔
と
そ
の
薩
四
α
用
麗
孫
に
つ
い
て
で
あ

墾
、
趣
に
絃
第
一
、
二
の
煮
と
襲
達
し
た
農
鐸
業
め
能
率
盤
の
こ
と
な
ど
ぶ
あ
げ
ら
れ
る
。

　
懸
お
、
牽
修
養
家
隷
七
八
／
七
九
奪
雨
難
鐸
（
以
下
、
爾
鱗
作
と
賭
す
）
で
は
五
二
戸
で
あ
撃
、
七
九
隼
乾
雑
作
（
以
下
、
乾
難
俸
と

離
す
）
で
は
三
九
戸
で
あ
っ
た
。
米
鐸
付
面
積
幾
穫
磯
戸
数
は
第
一
蓑
に
掲
げ
る
と
お
聾
で
あ
る
。

　
　
　
　
8
　
讃
趨
》
雛
鍵
。

　
　
一
癖
藻
ル
ソ
ン
ら
マ
ン
デ
ィ
ル
載
の
米
鐸
経
営
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
一
講
　
　
　
交
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬

第
一
表
の
と
お
勢
、
霜
起
は
全
棒
と
し
て
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
敏
存
し
て
耽
る
。
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
秘
罵
は
一
九
六
〇
奪
代
蕪
辛
か

ら
濾
じ
ま
っ
て
い
る
解
、
鍾
の
申
に
は
こ
轟
を
辮
有
し
て
》
る
人
は
恥
な
》
む
　
ハ
ン
罫
ト
ラ
ク
タ
萱
麟
こ
れ
に
次
恥
で
》
る
羨
、
雨
顛

第三表　崇鞍懸藏穫踏懸購靉靆労鍵季段構成

雑樋積脇雛ド脇、i2翻鑓灘舗

醗謬ゴlil博1肖
膿顯創出，111

妙了3翼5

衿
葬
乾
鰯
捧

37

8

　3

　4

Q
ノ
　
　
　
書

舞
　
　
愛
重

緯

　4

　重

　蔓

4
　
2
　
毒
　
垂

ラ2雛鰺6マ

　　合　　謙
　…

屑大野ラクタ一

驚灘1
　　合　　謙
資露盤聾今年縫力み実懸調査紀よる。

撫
と
も
一
五
・
羅
％
の
灘
羅
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
ハ
ン
騨
ト
ラ
ク
タ

葦
は
こ
の
羅
で
は
二
台
現
有
さ
れ
て
お
雪
、
農
家
霧
璽
さ
為
た
。
湧
脊
農
家

以
磐
は
儀
罵
ハ
ン
騨
ト
ラ
ク
タ
ー
を
襲
っ
た
．
楼
器
爆
先
は
隣
接
す
る
パ
ン
ト

ー
ク
耀
　
鵜
欝
欝
6
0
瞬
、
　
ベ
テ
ス
韓
　
　
切
の
審
鵬
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
機
械
力
導
入
解
す
す
ん
で
セ
る
地
方
に
お
恥
て
、
な
お
水
生
薩
鍵
簿
げ
肇
嵩
O

や
役
隼
屡
欝
節
な
ど
の
畜
力
舞
罵
の
誘
起
潤
み
ら
れ
た
。
機
械
力
と
の
複

合
麟
驚
を
含
め
る
と
畜
力
舞
篤
農
家
は
講
繹
鰯
と
も
五
薄
に
及
ん
だ
。
こ
の

五
戸
は
恥
ず
為
も
醒
有
家
畜
を
篇
篤
し
て
い
る
。
人
力
の
み
に
よ
る
縷
起
は

二
戸
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
霧
繕
労
欝
手
段
の
特
籔
を
購
屡
懸
に
み
る
と
、
　
二
紘
を
基
軸
と
．
し
て
、

大
型
昏
ラ
ク
タ
ー
の
覇
矯
割
合
が
二
醜
以
上
麟
で
は
大
き
く
、
二
地
乗
講
屡

で
は
わ
ず
か
に
小
さ
く
な
撃
、
そ
の
小
さ
く
な
っ
た
分
だ
け
ハ
ン
罪
ト
ラ
ク

タ
重
ぶ
浸
透
し
て
諮
る
。
畜
力
秘
縁
農
家
は
乾
甥
辮
の
三
醜
以
上
麟
を
除
い

て
、
す
べ
て
跨
籍
繕
に
薄
く
分
姦
し
て
》
る
、

　
雑
起
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費
は
大
型
き
う
ク
タ
ー
の
場
合
に
は
一
総
当
平



奪
乾
葎
言
八
桑
ヘ
ソ
・
霧
辮
曇
ε
ぺ
．
郭
）
で
あ
差
．
一
蟹
経
謬
か
な
勢
驚
で
奮
、
乾
葎
霧
ム
照
、
五

。
ぺ
ぶ
畠
8
ぺ
お
藩
で
あ
っ
た
・
霧
窮
場
禽
吾
ペ
ソ
萱
貢
）
ぺ
誌
藩
雰
壱
て
》
た
、
平
趨
霞

謬
享
藩
竺
丁
場
の
讐
空
暴
み
貌
蒙
、
嘉
箋
羨
石
藩
黌
と
詮
う
無
籍
空
箸
響
く
緩

し
た
も
の
で
あ
る
。

大
饗
ラ
ク
肇
学
べ
て
驚
墓
っ
蒙
、
讐
雰
醗
覆
蔑
薯
、
算
者
き
．
雛
酔
ゆ
、
運
転
奮
一
妻
、
護
嚢
て

茎
あ
尊
爵
撃
茎
ハ
髭
書
算
奮
や
ぞ
客
．
七
葦
霧
鷺
髪
・
舞
、
畿
は
、
醸
競
妙
欝
骨
。

憲
碁
轟
欝
餐
募
冒
6
⑳
蓼
ぎ
馨
奪
大
饗
ラ
多
－
を
篤
し
、
薯
雰
暴
器
た
島
。
鎌
。
羅
。

ぎ
響
と
・
羅
窪
む
冨
露
量
萎
大
毒
馨
乞
て
鷺
し
、
森
粟
欝
積
霧
藁
籍
挙
る
籍

霧
馨
嚢
℃
た
護
象
曼
響
嚢
費
轟
薯
5
％
、
叢
萱
嘉
（
大
当
七
．
五
％
）
、
薯
奪
諺
恋

う
響
で
毳
毳
．
撃
消
警
嚢
雑
費
接
薯
奮
つ
．
幾
は
霧
奪
慧
馨
§
一
．
￥
三
．
一
歪
ソ
得
る

髪
奪
窪
・
勢
諜
籍
籍
鷲
鼻
喬
も
養
慧
嚢
蒙
、
萬
で
羅
蒼
し
濠
嬰
楚
着
驚
讐
、

艶
の
撃
発
天
だ
け
で
曹
、
￥
楚
ト
ラ
¢
完
窪
著
書
あ
る
．
そ
の
籍
家
集
蓬
讐
で
豊
っ
薯

は
瞬
霧
麟
乞
麟
蓄
慧
警
警
。
。
讐
弩
で
奮
、
讐
鳶
霜
葉
轟
）
憲
毒
麹
．

　
ハ
ン
§
ラ
多
あ
嚢
議
肇
裏
2
お
薯
あ
勢
、
こ
紮
毎
箋
無
葉
少
馨
髪
塞
る
こ
と
、
第
一
墓

壁
蟹
経
費
奨
雫
ラ
歩
み
孟
吉
巻
く
慧
こ
差
墓
蒙
る
、
．
）
の
よ
う
に
ハ
蓄
ト
ラ
多
義
龍
華
て

も
霧
繋
塞
奪
あ
霧
豊
讐
9
f
フ
参
差
一
8
ぺ
ぞ
籍
し
て
、
豪
勢
勢
至
．
。
讐
整
髪

（
乾
葎
の
み
）
・
竃
饗
莞
窪
9
f
フ
ク
冬
を
九
、
七
轟
ペ
ソ
で
翳
し
蒙
、
募
で
籔
奪
ず
、
募
薯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋

　
　
一
率
鶴
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
轟
樋
の
激
警
鐘
榊
営
ー



（
隻
）
　
講
萱
鋳
蕪
で
濾
一
ペ
ソ
禽
三
G
雛
、

第2衰　ハン欝トラクター雛新莚経費事鱗

癖i縫い9年乾霧窪
　　　　｛

簿年爾幾鐸
…
論

翻晦側労働紳数撫養懸内教1畷撫費
　1　　雛i
§31董毒i
袴1窃．麟
76i聾．引
　i　　　　l

2人

P♂i鎖
212灘i騰1
重巨論い瞬

2㍉．5『記文
2i2．倉i鵬　1
重1産．d贈

資料：第璽表と懸琶。

一
醜
を
辮
一
認
“
す
る
の
に
箪
謬
塚
穴
・
五
羅
を
“
必
要
と
し
た
。
　
ハ

当
単
一
弩
で
（
）
・
詣
ハ
嚢
で
↓
め
っ
た
か
ら
、
玄
照
力
で
は
一
〇
藩
以

る
。
た
だ
し
、
恥
ず
れ
も
難
己
羨
蕎
の
家
畜
を
馨
家
労
鱒
力

鐵
隷
怠
炉
。

第3褒　畜力譲莚懸要人蒙数事鱗

縛帯番禰翻補数攣i畷酷壌

嶺375．窃
乾i　　l
葎illl慧1

演塀隻．評』入1瞬i欝
2　　縫醤1欝
　　　｝
1，、遡蓉
　　　｝

劉ll尉1隅葉‡
潅至）㌢・ずれも糞家労働力

　2〉》ずれも翫三羨奪
3）講奪期ぞ婁垂ま劇鋒季重しな㌢、

垂）醸｝擬藝鐸こ纏蔓忍5簸aを大蟹トラクターで賃

　　麟
資料：第藁蓑と講む。

　
　
　
　
　
　
　
内

鼠
磁
に
一
二
・
○
ざ
離
を
鰯
耕
斜
起
さ
せ
、
　
麺
べ

八
薮
聞
賭
で
一
六
〇
ペ
ソ
を
論
文
欝
払
っ

た
、
③
臨
2
8
は
講
じ
く
七
九
奪
に
ハ

ン
裟
駆
ラ
ク
タ
互
を
七
、
五
〇
〇
ペ

ソ
で
購
入
し
、
雨
窮
辮
に
は
一
・
五

趣
を
警
邏
す
る
の
に
懲
家
労
鍵
力
三

人
で
玉
露
辛
を
要
し
、
戴
ソ
夢
ン
代

が
一
二
〇
ペ
ソ
か
か
っ
た
、
な
ど
の

翼
怠
っ
た
形
態
も
あ
っ
た
、

　
畜
力
灘
灘
の
場
合
の
誘
起
騒
要
人

縫
数
は
第
三
蓑
の
．
こ
と
く
で
あ
蓼
、

ハ
ン
誉
ト
ラ
ク
タ
亘
の
そ
鳥
は
一
醜

以
上
の
讐
数
溺
か
か
る
こ
と
に
な

力
で
操
馨
し
て
》
る
の
で
、
現
金
支



（
2
）

（
3
）

第垂衰　来馨韓醸穣灌癒雛整難労鶴昇段憐銭

撫
警
霧
の
響
霧
奪
で
あ
る
．
森
で
幾
警
難
生
襲
縁
議
す
る
、
蕊
攣
8
窪
（
2
）
2
璽
夢
．
蕪
．

あ
筆
鵠
轟
で
弩
く
・
算
登
毒
、
運
転
萱
舞
、
馨
雲
霧
、
建
算
重
舅
、
諜
童
舞
、
翫
薯
六

翫♂．冤袋iL§．寓a123孫a13’脅尉会議

謬
鐸
7

鯵
　
4
　
3

5
　
6
　
ウ
龍

｛
毅
，
釧
｝
、
弓
、

2
　
2
　
董

39，
鴬
｝

董34、
鮭

来俸盤嚢稜
き

iハン裟塾ラクター

詠物どの畜力

1羅の輪編
　合　　謙

衿
年
乾
霧
舞

貿
騰
5

重
　
6
　
4

（
ソ
　
9
　
蓉

ウ
輪
　
4
　
窃

f
フ
　
　
茎
　
　
董

52賢き6了

7～｝iノ、ン蓉トラクター

篶無燈の勧
葎纏塑整合糊

　　　合　　讃

資料：第i表と疑む・

一
瞬
鶴
ル
ソ
と
；
ン
デ
ィ
掛
縄
の
牽
礁
経
鴬
一

0
％
な
ど
の
擁
も
あ
る
臼

て
い
る
噂

こ
筋
ら
の
壕
舎
籔
纏
い
ず
れ
も
鱗
介
巷
が
燃
料
代
を
負
撮
し

緯
　
整
簸
る
段
質
縦
O
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
ロ

整
遮
は
さ
ら
に
φ
馨
鵬
、
譲
讐
轟
、
蒙
馨
と
》
う
緩
鐸
業
渉
あ
る
ぶ
、

こ
細
ら
の
総
作
業
を
寒
々
に
実
施
し
た
と
暴
蒼
し
た
み
は
、
乾
熱
舞
七
戸
（
一
七

充
％
）
、
雨
顛
礁
猿
戸
（
八
む
％
）
に
す
ぎ
な
か
差
．
縁
と
ん
ど
の
農
家

縁
整
地
マ
本
で
懸
饗
し
て
諮
る
。
畜
力
秘
篤
農
家
ぶ
綬
鐸
業
購
噛
、
騒
答
し
、
機
械

内
職
鶏
農
家
は
整
地
て
本
で
懸
害
し
て
》
る
、

　
第
饗
表
は
整
鐘
の
た
め
の
労
騰
手
段
の
権
成
を
示
し
て
》
る
赫
、
第
一
に
大
型

ト
ラ
ク
タ
峯
の
秘
罵
解
な
》
こ
と
、
第
二
に
ハ
ン
醤
ト
ラ
ク
タ
ー
の
舞
罵
が
乾
鰯

搾
響
一
・
0
％
、
爾
襲
弊
玉
露
・
○
％
と
籍
う
よ
う
に
大
き
い
灘
ム
難
を
も
っ
て
》

る
こ
と
、
第
三
に
畜
力
（
承
辱
）
懇
懇
も
そ
蕊
ぞ
れ
瞬
一
．
○
％
、
三
六
．
五
％

と
馨
立
ぞ
鎗
こ
と
、
な
ど
の
特
鐵
溝
あ
る
．
購
麟
牲
を
燦
嫁
す
る
と
、
永
年

の
磯
羅
は
二
麺
麟
を
中
・
健
し
な
潜
ら
も
全
繕
顧
に
及
ん
で
客
こ
と
、
ハ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



かト
るラ
。ク1
　タ論
　蓼
　の
　秘
　穏丈
　はi
　紘
　綴
　を
　申
　心
　と
　し
　な
　ぶ
　ら
　、

　声
　を
　擁
r外

　と．
　す
　轟
　ば
　羅
　未
　講
　の
　欝
　麗
　に
　鰻
　建
　さ
　細
　て
　薫・

　る
　ナ　）八　と

第§表　来馨種颪稜灘繧懸整地零嬢掠奪の霧有・欝欝講威

来鮒礁醇風鼓i董鑑312鉱寂静鍵合議

鴛
4
査6

4
　
昏
　
　
遵

4
　
2

3
　
　
董

有
罷

霧
欝

§42談合

霧
年
乾
霧
搾

鯵
ラ

6
　
e

7
　
2

｝
　
2

窃
　
董

有
馬

羨
借

響693

衿
年
薦
類
藩葬　　合　　欝

資料：第釜表と露む。

な
ど
解
わ

　
第
雲
表
縁
畜
力
秘
篤
農
家
の
水
隼
瞬
蕎
状
混
を
掲
げ
て
磨
る
。
全
鉢
で
の
藤
有
離
合

は
乾
窮
俸
で
七
五
・
○
％
、
雨
難
鐸
で
七
三
・
七
％
と
高
》
。
こ
れ
に
贈
麟
盤
を
燦
嫁

す
る
と
、
鍵
難
紹
は
三
醜
未
満
の
肇
腰
に
鰻
定
さ
れ
、
藤
布
7
職
給
農
家
の
方
麟
よ
撃
高

》
贈
纏
に
属
す
る
。
特
に
乾
難
霧
で
は
こ
為
潜
瞬
懸
と
な
る
。
麟
穏
水
牢
の
羅
馬
に
は

三
つ
の
場
会
解
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
糖
互
抹
励
む
ゆ
戴
穫
瓢
節
節
で
の
儀
羅
で
あ
夢
、
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
や

の
場
ム
購
に
は
一
労
鱗
豊
力
つ
き
で
山
父
換
さ
為
る
。
　
第
一
一
は
“
規
浦
験
か
ら
の
』
織
購
…
で
あ
撃
、
磐
｝
馬

料
は
支
払
わ
な
い
．
第
三
は
倦
羅
繕
を
支
払
っ
て
の
儀
罵
で
あ
撃
、
饑
え
ぱ
臨
8
3
は
裏

に
住
む
撫
鍵
か
ら
水
ヰ
を
一
シ
互
ズ
ン
米
一
〇
露
バ
ン
で
儀
滲
た
倉

　
ハ
ン
詳
ト
ラ
ク
タ
ー
で
整
地
し
た
農
家
は
、
農
己
醗
誉
の
二
戸
を
除
け
ば
恥
ず
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ハ
ン
蒼
ト
ラ
ク
タ
ー
を
黛
繕
し
た
、
整
逡
の
た
め
の
ハ
ン
騨
ト
ラ
ク
タ
ー
経
費
は
多
く

麟
総
額
で
麟
答
し
て
い
る
た
め
、
事
擁
的
に
し
か
算
鐵
根
絶
を
紹
介
で
き
な
い
。
嚢

当
経
費
は
、
乾
雑
作
で
七
〇
ペ
ソ
と
一
〇
〇
ペ
ソ
、
雨
態
作
で
一
〇
〇
ペ
ソ
と
い
っ
た

水
準
で
あ
聾
、
藤
積
経
費
は
．
乾
懇
繹
で
は
講
萱
で
き
ず
、
雨
難
俸
で
一
五
〇
ペ
ソ
と

一
〇
〇
ペ
ソ
と
の
籔
答
ぶ
あ
っ
た
．

　
難
取
後
に
第
六
忠
次
嫁
玄
鐙
力
・
と
ハ
ン
ぎ
ト
ラ
ク
タ
夏
と
の
鐸
業
能
率
の
箆
較
を
人
嚢
数
で



第6表　旗挙とハン郵》ラクターと憂〉整地柞業能

　　　寧髭較（人獲数〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　ザ

緋髄積1承　隼1ハン齢秒外
　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　き

3・餌3・勉i　　動4　i　　－
2・倉一2・勉・堰@　％　1　　4・2
総｛・L鋤a　l　　　69　　i　　　3・2

　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　さ

擬～鱒総1　　輔　　i　　しき

講磁1　261　33
資料：第i表と講讐。

あ
ら
わ
し
て
》
る
。
三
磁
束
満
の
各
贈
屡
を
鏡
鞍
す
る
と
、
畜
力
の
人
爵
数
を
一
〇
〇
と
し

た
と
き
の
ハ
ン
馨
ト
ラ
ク
タ
璽
の
大
饗
数
割
合
は
獲
圏
・
七
～
瞬
六
・
警
％
で
あ
墾
、
畜
力

舞
灘
は
9
騨
ト
ラ
ク
タ
ー
罵
編
め
贅
マ
ニ
賠
の
大
鷺
数
を
必
要
と
し
て
客
．
も
う
一

つ
浅
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
》
の
は
、
畜
力
舞
罵
で
三
醜
屑
と
工
臨
麟
と
の
懸
に
平

均
大
薮
数
の
差
漆
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
三
醜
以
上
麟
渉
畜
力
歓
喜
を
高
め
る
ひ

と
つ
の
根
擁
溝
あ
っ
た
わ
雑
で
あ
る
。

（
i
）

（
2
）

饗
器
農
は
繋
趨
で
授
転
さ
れ
覚
土
擁
を
破
辞
す
る
工
程
、
碁
誉
轟
ぱ
脚
盤
轟
と
薩
交

す
る
蒼
海
で
よ
参
鞭
か
く
薮
辞
し
、
ご
募
は
穿
舞
瞬
と
翼
ご
穹
窿
で
整
地
の
縫
上
げ
を
す

る
工
程
で
あ
る
。
静
ず
麹
毒
承
隼
一
頭
馨
き
で
あ
る
．

大
聖
ト
ラ
多
一
と
麗
巖
な
紳
介
考
が
窃
盗
す
る
か
苔
類
に
3
て
は
未
謬
萱
．

⇔
　
パ
レ
タ
懸
銭
Φ
け
韓

水
石
藏
を
よ
撃
平
滑
に
す
る
た
め
に
パ
レ
タ
と
恥
う
作
業
麟
行
な
わ
為
る
．
第
七
表
は
こ
の
作
業
の
た
め
に
綾
絹
さ
れ
た
労
鱗
手
段
の

権
威
を
掲
げ
て
》
る
が
、
第
一
に
パ
レ
タ
を
行
な
わ
な
か
っ
た
農
家
麟
乾
鱈
撫
で
瞬
八
・
七
％
、
雨
難
馨
で
霧
二
．
三
％
も
あ
る
こ
と
解

わ
か
る
。
た
だ
歪
確
に
は
農
家
の
懸
答
の
延
方
か
ら
整
地
の
総
鐸
鐸
業
の
場
合
と
遜
撮
に
、
パ
レ
タ
を
独
立
し
た
農
鐸
業
と
意
識
し
て
い

な
い
と
恥
う
こ
と
潜
、
う
か
が
わ
れ
る
、

　
第
二
に
パ
レ
タ
を
実
行
す
る
に
際
し
て
の
労
鐵
手
段
は
、
畜
力
裁
縫
渉
多
く
て
、
パ
レ
タ
実
施
農
家
の
そ
れ
ぞ
れ
八
0
・
○
％
（
乾
懇

　
　
奮
中
藻
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
一
麗
の
氷
霧
経
営
【
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禿



一
請

文
一

第？表繁雑盤蚕種織繧欝パシタ鷺麟季段講議

粟窪穂懸稜騰蔭熱、i董孤、1讐廃業1硬至i合評

撚ζ4再割◇、☆il

誰翔掌黙鷺1膿ラ舞li欝i園1縁
擦i≦警轍紘、…皇語…捜．13122
　　合『誕1触感一一一鰺1一…重ll■一塑

涯i〉不瞬iを含む。

姿麟1第i表と懸り窃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
○

搾
）
、
七
九
二
二
％
（
両
懸
鐸
）
に
及
ん
だ
。
こ
の
馨
業
の
た
め
に

動
員
さ
為
た
勇
鍵
は
ほ
と
ん
ど
鐘
馨
主
自
家
労
醗
力
に
敏
存
し
て
お

撃
、
そ
農
ぞ
れ
九
五
・
○
％
（
乾
麟
修
）
、
　
八
鬼
・
七
％
（
雨
懇

繹
）
で
あ
っ
た
。

　
隣
屑
盤
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
第
一
に
、
よ
聾
小
さ
い
　
幸
織
屡
で

パ
レ
タ
非
実
施
離
合
が
よ
聾
轟
く
な
る
こ
と
、
第
二
に
労
鱈
手
段
購

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
う

で
は
、
入
力
の
み
お
よ
び
ハ
ン
賦
ト
ラ
ク
タ
ー
科
購
…
の
農
家
数
ぶ
少

な
い
の
で
事
鰐
的
に
し
か
議
購
で
き
な
》
嚇
、
　
一
厩
贋
に
こ
れ
ら
ぶ

集
準
し
て
耽
る
こ
と
、
縫
っ
て
第
三
に
、
二
醜
以
上
の
贈
麟
で
は
畜

力
灘
欝
で
の
パ
レ
タ
実
旛
の
農
家
離
会
解
轟
く
な
る
こ
と
、
な
ど
の

特
籔
解
み
ら
れ
る
、

　
パ
レ
タ
修
業
で
の
必
要
人
韓
数
は
、
翫
器
の
よ
う
に
○
・
五
絃
を

二
人
で
一
鋳
聡
と
い
う
鰐
も
あ
る
藩
、
平
均
魑
で
は
、
一
丁
五
厩
を

壕
と
し
て
そ
れ
以
上
の
贈
麟
で
二
人
嚢
、
そ
れ
未
講
の
警
羅
で
は
一

人
嚢
ぶ
投
下
さ
れ
て
恥
た
。

購
　
鮭
鱒
警
蓼
覆
回
避
毅



第8褒筆馨種i藝覆繕灘懸鑑鐸労難季澱講威

課鮒灘1蟻難．！腎，、i2鑑、13麗舗

箆
欝4

3

9
　
4

3命玉）

算
毘

了
　

7
4

　
紐
§

3

讐

　2

鱗

4

5

人力のみ
水　　集
合　讃

衿
年
乾
擬
律

一
2
2

葦

鷺嵩）き圭）6奮

　
　
7

6
　
重

み
隼

　
　
謙

の力
　
　
金

入
承

拶
年
雨
類
簿

濫i）不覊iを含む。

　2）不覊2を含む。

　3）不瞬3を含む。

資料：第藁蓑と騰む。

欝
欝
修
警
（
縫
燐
警
、
縫
雄
姿
）
は
爾
懇
作
の
翫
器
を
の
ぞ
き
、
す
べ
て

の
農
家
で
行
な
わ
轟
た
．
露
場
の
籔
嚢
は
最
低
で
6
ア
ー
ル
程
度
と
な
つ

　
（
里
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・

て
》
る
。
第
八
表
の
鮭
鱒
づ
く
蟄
労
欝
手
駿
稀
羅
鐵
成
で
は
、
人
力
の
み
越

そ
蕊
ぞ
轟
七
一
・
八
％
（
乾
難
件
）
、
七
一
・
二
％
（
爾
難
鐸
）
と
、
籏
簿
的

に
大
き
く
、
畜
力
選
罵
は
そ
れ
ぞ
為
二
五
・
六
％
と
二
三
・
一
％
ど
象
警
で

あ
っ
た
、
》
ず
繭
の
場
合
に
せ
よ
、
騒
騨
づ
く
警
に
は
雛
欝
主
馨
家
労
麟
力

赫
動
員
さ
れ
る
。
賃
労
簿
藪
存
は
鍮
灘
だ
拶
で
あ
勢
、
鍍
は
翫
鍵
に
三
・
○

紘
を
ま
か
せ
て
》
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ

藩
麟
盤
に
麗
し
て
は
、
よ
警
小
さ
恥
贈
屡
で
人
力
の
み
の
割
合
麟
よ
警
大

き
く
な
る
顛
霧
ぶ
あ
る
、

　
薩
騨
づ
く
蓼
の
麟
要
労
鱗
方
人
嚢
数
は
、
一
難
～
一
遍
潤
、
一
～
三
人
と

い
う
範
馨
で
あ
っ
た
ぶ
、
分
散
度
潜
大
き
す
ぎ
、
嚢
鋳
に
繕
麟
盤
に
つ
い
て

も
購
確
怠
数
字
を
欝
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
茎
）
　
こ
の
嬉
憾
は
、
き
わ
め
て
単
籏
で
あ
む
、
騒
墾
に
は
ブ
ル
ト
喜
ザ
が
綾
馬

　
さ
れ
た
と
い
う
。

多
摩
趨
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
声
縫
の
米
侮
経
営
一

一
一



…
論

纂§表　米馨韓遜養灘羅欝欝藪鬱鬱内構議

交
一

緋樋積1蟻簸．i董脇潔鍋説脇鈴謙

嚢響窮国1団1
衿
年
乾
幾
捧

2了6

6
6
M

董
　
毒
　
春

鰺
　
暮
重
繕

5

3
　
4
　
7

46
暮
　
・

蔓4

　　合　謙壷）1　4

窄瞬労働麟2
雨i権互扶動労働力、　蔓

葎i闘労働13
　　合　講劉　6
蓬i）サンプル率二6免2％

　2）属土＝885％
資料：第i表と1鑓む。

め
て
》
た
。
雨
難
鐸
で
濾
二

ペ
ソ
の
割
合
ぶ
八
八
・
九
％
に
壊
大
し
、

（
2
）

鱗
　
藍
取
φ
鴬
淳
2

一
二

　
藩
代
に
絃
水
蜜
の
一
顧
を
麟
現
し
て
行
な
う
転
統
的
な
男
蕉
岳
簿
と
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）

う
方
法
と
、
近
代
的
な
ご
ε
轟
と
い
う
方
法
と
ぶ
あ
る
。
後
者
は
こ
の

鍾
で
は
乾
懇
霧
で
三
戸
、
爾
顛
馨
で
甦
戸
み
ら
れ
た
。

　
第
九
表
は
蕊
取
労
鰯
力
㊧
権
威
を
み
た
も
の
で
あ
る
演
、
第
一
に
全
体

で
は
、
賃
鬱
鬱
歓
喜
率
ぶ
そ
轟
ぞ
轟
七
一
二
八
％
（
乾
鰯
作
）
、
七
八
．

麟
％
（
爾
懇
修
）
と
高
く
、
良
家
労
齢
力
の
み
お
よ
び
穏
互
荻
麟
労
騰
力

紙
喜
農
家
鈴
割
合
は
、
嚢
簿
類
と
も
そ
轟
ぞ
れ
一
〇
％
台
に
と
ど
ま
っ
て

》
る
こ
と
、
第
二
に
隣
鱒
甕
を
無
嫁
す
る
と
、
穰
互
狭
跡
労
欝
敏
存
は
二

舷
未
溝
の
贈
羅
に
鰻
定
さ
れ
、
窪
家
労
鍵
内
紛
み
敏
存
は
二
舷
未
満
の
贈

屡
に
集
中
す
る
鑛
藏
潜
強
》
こ
と
、
特
に
こ
れ
ら
は
爾
難
馨
に
お
い
て
瞬

確
に
あ
ら
わ
轟
て
》
る
こ
と
、
な
ど
鱒
わ
か
る
。

　
賃
労
麟
に
よ
る
蕊
取
の
賃
金
は
蒋
巽
東
当
極
諮
で
＋
又
払
わ
れ
る
、
乾
難

舞
で
は
再
東
巻
藁
ソ
解
七
〇
％
、
百
東
当
下
五
ペ
ソ
ぶ
三
〇
％
を
占

　
　
　
一
・
玉
ペ
ソ
羨
一
一
二
％
に
減
少
し
た
。
つ
豪
警
藷
蹴
轟
来
蕎

賃
金
は
嘉
ま
っ
て
塾
る
の
で
あ
る
、



第驚表　楽舞韓薦積濃憲嚢縷癒労麟力（人露歎〉

来維盤面剥奪露盤＆卜臨登1讐菟褒13惣上
（
2
）

（
3
）

鐸．丁

重4．今53i輪
5．21マ、6

7タ年乾霧篠123
7簿雨雛12タ
資料：第i表と疑む。

　
各
農
家
で
騒
要
と
さ
れ
た
羨
取
饗
数
は
○
・
五
～
鰻
羅
（
乾
懸
樺
）
お
よ
び
？
五
～
二
目
（
雨
懇

馨
）
嘉
義
攣
奮
、
百
毯
で
完
了
髭
割
合
筆
摯
砦
嘉
、
合
雛
大
謹
莞

で
耽
る
。
一
8
に
動
員
さ
れ
た
鬱
鬱
力
数
は
一
～
二
盃
入
の
範
饗
で
あ
っ
え
。
第
一
〇
表
は
購
麟
鷲
に
平

均
契
労
鱗
内
合
数
を
誉
、
訴
宗
、
各
驚
難
譲
丁
七
～
二
．
三
葉
乾
難
繹
）
、
一
．
五

～
τ
八
綾
（
雨
雑
作
）
と
な
ぞ
客
・
米
作
欝
積
観
摸
に
騒
歪
建
鬱
し
5
る
こ
嘉
蒙
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
ロ

　
投
下
さ
れ
た
賃
労
暴
餐
は
縁
海
震
住
老
漢
多
く
、
そ
翻
ぞ
れ
七
五
・
○
％
（
乾
鰯
作
）
、
七
九
・
二
％

（
雨
類
霧
）
に
及
馨
萱
、
羅
磐
5
ぞ
も
弱
弩
凝
、
鐸
霧
、
。
畦
窪
鍵
ぎ
雀
羅
接
樗

に
鰻
定
さ
轟
て
耽
る
。

舞
”
叢
に
よ
齢
ば
、

串
身
へ
纏
懇
に
つ
い
て
纏
、 　

　
　
（
i
）
庭
舞
罫
ク
？
あ
走
夢
あ
葉
姦
き
、
そ
璽
書
薀
蓄
方
法
で
あ
彗
、
ラ
グ
ナ

　
　
　
　
　
露
舞
舞
覇
露
岸
象
瓢
鑛
帯
姦
完
霧
あ
五
登
馨
ぞ
宏
、
菊
難
鑓
夫
テ
ィ
竃
ヒ
嚢
越

　
　
　
　
　
に
お
謬
る
懸
度
変
艦
ー
ー
ラ
グ
ナ
鰻
一
章
鶴
濃
霧
の
事
鬱
憂
新
－
…
一
L
　
『
農
業
縫
合
聡
霧
輪
第
三
二
巻
三
層

　
　
　
　
　
（
一
九
七
八
隼
）
。

七
九
奪
爾
幾
舞
か
ら
否
棄
当
工
ぺ
妊
す
ゑ
と
を
麺
評
議
会
で
決
あ
江
と
い
う
．
実
態
は
先
殺
し
て
婁
、

　
　
藩
掲
一
8
の
浅
（
2
）
塗
参
黙
の
こ
と
、

鱒
　
霧
纏
縫
麟
葺
蓉

霧
穂
に
も
伝
統
的
な
鼠
穣
妻
舞
塁
と
近
代
的
な
葦
条
嬉

｛
率
藻
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ゆ
翼
の
米
窪
経
営
5

鷺
器
節
撃
毒
と
の
二
つ
の
方
法
藩
あ
る
。

乾
鰯
作
で
は
鼠
纏
七
二
．
二

　
　
　
　
ご
二



　
　
…
譲
　
　
　
　
交
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
麗

％
、
難
条
麺
二
七
・
八
％
、
雨
難
霧
で
は
そ
れ
ぞ
れ
九
七
・
玉
％
、
　
∵
五
％
と
》
う
よ
う
に
、
差
絃
あ
る
け
轟
ど
も
鼠
雛
赫
基
本
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
垂
）

る
こ
と
渉
わ
か
る
、
乾
簸
霧
で
歪
条
纏
の
離
合
ぶ
捻
較
釣
多
く
§
立
つ
の
は
、
騒
篠
穰
醗
究
霧
の
紹
介
で
試
験
的
に
五
条
穣
を
行
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
。
試
験
的
実
施
農
家
は
一
〇
戸
に
及
ぶ
解
、
う
ち
八
戸
家
で
解
氷
鐸
を
二
麓
以
上
裁
落
す
る
と
耽
っ
た
専
業
農
家
で
あ
っ

た
。
し
か
し
爾
難
繹
に
は
翫
欝
の
二
錦
だ
け
に
鰻
ら
れ
た
、
こ
の
二
戸
は
裁
穣
・
鑑
条
麺
み
両
方
を
鎌
駕
し
て
い
る
渉
、
鍍
炉
農
業
酸
裏

普
及
員
、
擁
鷺
窪
窪
⇔
㌶
韓
亀
掛
鵬
籔
O
蠢
け
霧
艶
海
図
霧
蒙
ぴ
鑓
で
あ
る
こ
と
蓬
蓬
条
樵
を
や
っ
て
》
る
主
な
蓬
鐡
で
あ
ろ
う
。

　
正
条
纏
ぶ
普
及
し
な
か
っ
た
要
覆
は
、
第
一
に
試
験
的
に
実
行
す
る
際
、
後
に
ふ
細
る
カ
ビ
シ
夢
ア
お
よ
び
灘
額
労
鱒
者
が
、
ラ
グ
ナ

州
な
ど
か
ら
腰
ば
れ
て
お
夢
、
鰹
元
に
そ
の
披
講
等
摂
定
養
し
懸
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
正
条
糠
の
一
つ
の
綴
叢
は
陰
草
器
む
舞
得
し
や

　
　
　
　
（
2
）

す
さ
に
あ
る
藩
、
後
に
ふ
為
る
よ
う
に
手
取
除
草
羨
未
だ
騒
麓
的
に
多
く
、
そ
砂
瀦
益
を
塗
か
量
ら
轟
な
か
っ
た
、
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
緩
麺
労
籔
内
縁
藪
と
ん
ど
の
農
家
麟
賃
労
翻
に
歓
喜
し
て
い
る
。
霞
家
労
鍵
力
の
み
で
綴
纏
を
行
な
っ
た
の
は
臨
欝
と
臨
露
　
（
乾
難

馨
）
、
撫
灘
（
爾
難
鐸
）
の
麺
べ
三
戸
に
す
ぎ
ず
、
　
恥
ず
為
も
辮
盤
鐸
積
が
○
・
五
絃
で
あ
っ
た
。
綴
互
挟
勤
労
懲
力
で
鑓
樵
を
し
た
の

は
鉱
盤
と
難
路
み
二
戸
（
爾
馨
鱗
）
の
み
で
、
》
ず
れ
も
舞
替
藏
積
ぶ
一
・
○
醜
で
あ
っ
た
。
つ
ま
夢
、
賃
労
鍵
を
魂
締
し
な
か
っ
た
農

家
嫁
一
勧
以
下
の
作
種
購
贋
に
集
中
し
て
疑
る
の
で
あ
る
。

　
羅
蕪
賃
労
鱈
の
賃
金
鉢
系
は
、
第
一
一
表
の
よ
う
に
欝
払
》
議
妻
方
式
と
請
負
矯
欝
審
芝
方
式
と
が
あ
る
。
奔
掻
答
農
家
を
除
く

と
、
藤
払
方
式
を
採
覆
し
た
割
合
は
羅
三
・
三
％
（
乾
窮
馨
）
と
蓉
一
・
五
％
（
雨
懇
鐸
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
残
夢
は
請
負
方
式
で
あ
っ

た
む
籍
ず
れ
の
方
式
に
せ
よ
遜
麺
労
鍵
蓄
縁
カ
ビ
シ
夢
ア
渓
難
ぴ
騨
挿
ぐ
簿
に
よ
っ
て
続
揺
さ
れ
、
農
家
は
監
督
し
な
い
。
　
つ
ま
撃
カ
ビ
シ

婆
ア
鉱
蟹
穣
労
嚢
饗
の
聡
場
監
督
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
疑
表
に
縁
賃
金
水
難
も
記
載
さ
轟
て
》
る
。
先
ず
難
払
方
式
に
つ
恥
て
み
る
と
、
そ
め
縫
に
分
類
さ
れ
た
七
・
五
ペ
ソ
を
除
け
ば
、
七
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　　　　　　　　l　　　　　　　l

昏
纏
癖
3

2
　
4
　
2
　
“
〉

ソ
ソ
ソ
魑

ぺ
ぺ
ぺ
の

鶏
船
鴻
そ

童
　
　
　
豊
　
　
　
董

茎？

4
騰
碁

3
　
　
　
7
　
9
　
藍

謙

　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
婁

請
負
方
式
　
　
擁

　
　
　
　
　
（

24

藝

7

7

53恥壌｝萱）

　員　　　　　7ペソ1
勢　8ペソi

　式　　　　その鰹
　　　　　　　　　…
（翼婁〉　　謙　　1

蛛労働動労鰯
　　　　　　　　　ま
　合　　誕　1
　浅茎）不醗3を含む。

　　2〉不霧まを含む。

資料：第i褒と講む。

の
労
跳
者
に
支
払
わ
れ
て
お
撃
、
こ
の
煮
か
ら
も
こ
の
載
で
は
歪
条
嬉
麟
農
家
に
霧
益
を
も
た
ら
し
て
い
な
い
こ
と
炉
確
認
で
き
よ
う

　
カ
ビ
シ
夢
ア
熱
受
領
す
る
賃
金
は
嚢
払
方
式
で
は
霞
継
労
鱈
者
の
そ
れ
と
疑
む
水
準
で
あ
る
。
カ
ビ
シ
夢
ア
は
雛
雛
労
饒
も
兼
ね
為
ぱ

二
繕
の
賃
金
を
籍
る
こ
と
麟
で
き
る
、
請
負
方
式
で
は
懇
嬉
労
饒
者
と
カ
ビ
シ
夢
ア
と
を
あ
わ
量
た
頭
数
で
請
負
賃
金
を
除
算
し
均
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
ロ

醗
分
を
鐸
る
。
カ
ビ
シ
婆
ア
ぶ
鐙
穣
労
欝
を
す
れ
ば
、
稜
婆
天
分
の
分
轄
薄
を
織
る
こ
と
潜
で
き
る
。

　
蓬
灘
者
鑓
が
恥
ず
れ
の
方
式
を
採
得
し
た
か
は
鐸
難
に
よ
っ
て
も
ち
ぶ
っ
て
お
雪
、
購
贋
的
な
特
鐵
を
説
瞬
で
き
な
い
。
農
家
織
ぶ
請

負
方
式
を
よ
恥
と
す
る
墾
鐵
ど
し
て
は
、
襲
蕪
の
責
蓬
を
カ
ビ
シ
夢
ア
に
と
ら
せ
ら
為
る
こ
と
渉
あ
げ
ら
れ
る
。
縫
方
、
糠
涯
罵
羅
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ロ

っ
て
も
労
爵
強
佑
を
苔
に
し
豫
諺
轟
ば
よ
聾
轟
》
賃
金
を
簿
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
為
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
負
方
式
が
警
覆
し
て
い
な
い

　
　
一
率
藻
ル
ソ
と
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
麟
の
米
難
経
営
一
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓋

ペ
ソ
と
八
ペ
ソ
み
二
つ
し
か
な
く
、
七
ペ
ソ
の
割
合
は
乾
懇

鐸
で
は
獲
一
・
一
鵯
（
七
声
）
を
占
め
て
恥
た
藻
、
雨
難
鐸

に
は
一
六
・
t
％
（
猿
戸
）
へ
と
後
退
し
た
。
そ
の
か
わ
撃

に
八
ペ
ソ
の
姦
め
る
割
合
渉
五
八
・
九
％
か
ら
八
三
・
三
％

に
塔
大
し
た
．
繋
趨
経
費
や
苗
薮
労
賃
と
と
も
に
こ
の
賃
金

承
準
も
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
請
負
方
式
を
み
る
と
、
一
鰓
嚢
請
負
懸
怒
は
乾
雑
作

で
二
一
〇
～
一
七
〇
ペ
ソ
の
鷺
に
分
数
的
に
分
衛
す
る
渉
、

雨
難
搾
で
は
八
一
一
・
獲
％
一
か
一
獲
○
ペ
ソ
と
一
一
苑
池
さ
轟
て

い
る
。
乾
雑
作
で
の
一
纏
当
一
七
〇
ペ
ソ
は
、
ラ
グ
ナ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O



　
一
議
　
　
　
丈
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ハ

㊧
絃
、
労
麟
力
ぶ
売
警
手
露
場
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
労
饒
強
化
渉
災
天
下
で
ど
こ
ま
で
驚
能
か
と
》
う
瞬
簿
的
条
件
な
ど
に
起
耀
し
て
耽

る
砂
で
あ
ろ
う
。

第王2褒繁御書藤靉靆癒餐遜纏労鶴内人滋教

雑樋積1登臨議卜鏡袋i讐冤a｛3惣上舞戸数

請負方式い2・5！2瞬38・8134・むい重

麟㈲鰻細い8緋3春314舛翻／磁
資繕：第星表と講移。

　
縁
講
に
は
カ
ど
シ
夢
ア
経
慨
験
者
（
一
九
七
九
年
）
解
騒
人
恥
た
、
乾
難
繰
に
は
三
六
・
（
）
％
の
農
豪
潜

赫
磐
露
ど
シ
夢
ア
に
歓
喜
し
て
》
た
ぶ
、
雨
難
鐸
で
は
一
〇
〇
％
の
農
家
蒼
縁
擁
力
ど
シ
夢
ア
に
敏
存
し

た
。
乾
難
彬
に
諮
捗
る
韓
外
力
ビ
シ
婆
ア
歓
喜
は
歪
条
雛
と
麗
保
し
て
い
た
。
縁
内
力
ビ
シ
夢
ア
の
柱
会

経
済
釣
特
鐵
を
あ
げ
る
と
、
第
｝
に
経
営
悪
積
購
屡
は
隣
人
の
う
ち
三
人
潜
一
紘
台
に
属
す
農
家
で
あ
る

こ
と
、
第
二
に
彎
入
む
う
ち
三
人
ま
で
渉
女
監
（
羅
婚
）
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
羅
人
の
う
ち
三
人
乗
で

渉
サ
婆
量
夢
ス
ト
ア
を
経
営
し
て
塾
る
こ
と
、
第
懲
に
饗
人
の
う
ち
三
人
ま
で
潜
二
〇
才
台
後
事
の
奪
齢

で
あ
る
こ
と
、
第
五
に
難
人
の
う
ち
二
人
家
で
勝
禿
あ
る
い
は
聡
村
長
の
子
女
で
凝
る
こ
と
、
な
ど
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畦
）

つ
た
。
農
家
と
カ
ビ
シ
婆
ア
と
の
闘
に
餐
足
し
た
契
約
麗
孫
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
摂
、
農
家
は
罵
透
に

居
達
す
る
稜
ら
を
舞
駕
す
る
よ
う
で
あ
る
。

　
鑓
麺
必
要
労
醗
力
は
ど
れ
縁
ど
で
あ
ろ
う
か
。
総
懸
は
こ
の
麟
最
大
の
米
作
韓
面
積
五
醜
を
も
つ
解
、

瞬
嚢
賜
で
、
　
の
べ
九
〇
人
を
投
入
し
た
む
　
第
一
二
赤
衣
は
贈
鴇
潤
雛
に
投
入
さ
編
た
労
“
醗
力
・
人
義
数
を
一
掲
げ
て

》
る
。
全
然
で
は
、
二
紘
騒
を
一
〇
〇
・
○
％
と
し
た
と
き
の
指
数
潜
一
編
未
満
で
三
九
・
九
％
、
一
醜

麟
六
七
・
エ
％
、
三
厩
以
上
懸
二
三
二
・
七
％
で
あ
墾
、
繹
替
面
積
と
入
嚢
数
と
は
嶽
ぽ
歪
比
擁
し
て
い

る
。
ま
た
嚢
一
表
に
は
講
響
籔
方
式
に
よ
る
も
の
を
一
厳
き
饑
し
て
・
も
あ
る
渉
、
請
負
方
式
は
各
購
麟
で
一
六
～

翼
翼
％
の
大
纛
数
羨
籔
蒋
さ
れ
て
》
た
。



（
i
）

（
2
）

（
3
）

（
凄
）

　
蟹
撃
難
鰻
野
。
魏
魏
慧
霧
に
あ
る
矧
篶
霧
暴
無
。
霧
一
鷺
霧
ぎ
碑
舞
蓉
魏
ぎ
尊
母
鑑
窪
窪
（
逓
橡
夏
鼠
盆
薫
）
融
こ
と
で
、
こ
こ
で
酸
良
さ
れ
た

轟
毅
量
蔓
衆
愚
種
が
「
繰
の
革
命
㍍
を
も
髭
ら
し
江
。

論
嫁
乾
簸
揮
で
藍
条
纏
と
轟
纏
と
の
講
方
を
採
霧
し
江
．
除
草
で
蘇
車
懸
を
痩
矯
す
を
と
髪
竺
醜
当
八
人
竪
穴
讐
る
陰
葉
賃

蛍
鍵
を
簸
給
し
た
と
い
う
。

ラ
グ
喜
慧
察
聾
多
欝
萱
人
当
た
む
エ
○
馨
し
五
2
ン
タ
、
庫
（
6
2
ン
タ
ボ
竺
ペ
ソ
）
の
手
数
轡
（
麓
轡
轟
の
濫

（
亙
）
愛
ハ
七
賢
）
雲
ビ
蓄
暴
と
ぞ
碧
よ
う
が
、
あ
腰
で
慧
人
数
と
無
麗
係
に
手
数
餐
睾
払
わ
れ
て
客
．

　
藤
一
難
修
で
講
一
の
カ
ビ
シ
箏
ア
を
綾
羅
し
麺
農
家
は
六
戸
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
鱗
陰
草
ご
簿
誘
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
り

蘇
草
方
法
に
藝
ぢ
あ
る
．
、
蘇
華
器
騨
驚
、
除
草
逡
稀
鱗
、
手
取
陰
草
の
三
2
あ
る
．
第
；
蓑
に
よ
蕊
ば
、
手
取
除
草
の
葵
墨

金
捧
も
て
最
大
で
曹
、
義
義
％
（
乾
鰯
樺
）
、
益
τ
嘉
（
講
懇
霧
）
募
蓬
．
験
草
選
鷺
譲
建
瞼
草
器
を
騨
罵

す
る
踏
麟
的
特
鍛
は
、
纂
一
に
一
醜
未
溝
の
購
屡
で
は
ま
っ
た
く
そ
れ
ら
溝
利
罵
さ
翻
て
い
な
恥
こ
と
、
第
二
に
乾
鰯
拝
で
は
三
厩
以
上

綴
で
の
職
罵
割
会
解
か
な
参
緩
い
解
、
一
紘
麟
で
の
舞
霧
割
合
麟
藩
麟
践
で
は
最
大
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
雨
難
鐸
で
の
一
醜
麟
で

は
舞
罵
赫
叢
っ
た
く
な
》
麟
、
三
絃
以
上
鷹
で
の
麗
罵
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
霧
難
に
よ
る
若
干
の
種
違
ぶ
あ
る
、
な
ど
で
あ

る
。　

除
草
労
鱗
力
雄
、
雛
簿
主
露
寒
労
鱗
力
へ
の
籔
存
が
宵
聞
く
、
乾
難
霧
で
八
二
・
一
％
、
雨
難
馨
で
八
瞬
・
九
％
に
及
ん
だ
。
震
労
鍵
を

秘
濡
し
た
農
家
は
爾
無
難
あ
わ
せ
て
二
戸
あ
っ
た
渉
、
礪
繹
難
と
も
に
除
草
を
賃
労
欝
に
象
か
せ
た
の
は
轟
の
二
房
み
で
あ
っ

た
。
貨
労
齢
歓
喜
の
麟
麟
盤
は
み
ら
轟
な
か
っ
た
。
験
草
鬱
鬱
を
行
な
わ
な
か
っ
た
農
家
は
爾
鱗
鐸
の
遜
（
蟹
揖
）
に
み
ら
れ
た
が
、

　
　
一
串
藻
ル
ソ
ン
ら
マ
ン
デ
ィ
ル
麟
の
米
鐸
経
営
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甚
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草
＋
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㎜
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海
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四
年
乾
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俸

ウ
御
　
6
　
玉
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・
樗
§
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2
　
董
　
3
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§
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携
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薦
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草
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草
草
＋

　
　
暴
取

　
　
草

線
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盤
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η
年
雨
霧
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一
八

こ
れ
ら
の
農
家
の
米
簿
盤
面
積
は
一
・
蓋
厩
あ
る
い
は
二
・
○
勧
で
あ
っ

た
尊　

陰
草
は
霞
嬉
の
約
一
ケ
月
後
か
ら
は
じ
ま
る
。
陰
草
の
頻
綾
等
を
農

家
の
騒
答
に
慰
し
て
整
遷
す
る
と
、
「
（
隷
ぽ
）
毎
嚢
」
溺
霞
八
・
五
％

（
乾
雑
作
）
、
三
三
二
二
％
（
雨
難
鐸
）
で
あ
警
、
次
恥
で
ユ
遷
懸
」

（一

ﾜ
二
一
％
、
二
二
二
二
％
）
で
あ
っ
た
。
麟
数
で
騒
答
し
た
も
の
は

一
～
三
麟
の
縫
に
分
数
し
て
耽
る
。

　
種
内
に
隷
鍮
車
賃
労
籔
者
溺
三
人
（
鑑
欝
、
臨
㏄
、
撫
籔
）
恥
た
ぶ
、

う
ち
二
人
は
非
農
家
で
あ
蓼
、
纏
の
一
人
は
（
）
・
二
五
舷
の
下
小
舞
者
で

あ
っ
た
。
陰
草
労
賃
水
準
は
馨
当
で
七
～
八
ペ
ソ
で
あ
っ
た
。

　
（
i
）
　
陰
華
舞
K
は
↓
⑩
一
驚
毒
筆
饗
や
譲
や
↓
o
翼
が
綾
懸
さ
れ
て
い
る
。

夢
　
　
一
次
銃
で
翫
邸
が
七
一
二
奪
に
、
　
翫
灘
と
撫
舗
と
一
か
七
羅
隼
に
購
入
し
た
。
急
唾
趣
に
蛇
照
及
し
は
じ
め
た
の
は
七
六
奪
以
臨
汁
で
轟
め
警
、

饗
表
に
よ
れ
ば
、
二
紘
緩
で
の
購
入
藩
攣
く
、
淑
恥
で
三
勧
以
上
緩
お
よ
び
一
紘
麟
に
覆
ん
で
》
き
、

　
　
　
　
鶴
　
窮
陰
瞬
。
糞
び
讐

こ
の
縁
で
は
じ
め
て
購
ハ
霧
器
を
購
入
し
た
の
は
撫
捻
　
（
六
七
鑑
・
）
　
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
醜
素
灘
の
購
屡
で
も
っ
と
も
還
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資料：窮乏衰と遜じ．。

れ
て
》
る
。

　
賄
除
絹
労
嚢
は
量
欝
主
欝
家
労
鰯
力
に
強
く
歓
喜
し
て
お
墾
、
嚢
作
難
と
も
九

二
二
二
％
に
達
し
て
塾
た
。
賃
鬱
鬱
者
は
韓
霞
で
は
翫
雛
の
一
人
だ
け
で
あ
撃
、

縫
は
越
弊
か
ら
蓬
矯
さ
れ
て
い
る
．
賃
金
水
準
は
七
～
八
ぺ
契
、
あ
っ
た
．

　
駒
除
み
嬢
数
縁
一
～
九
騒
の
聡
で
あ
聾
、
跨
線
を
行
な
わ
な
か
っ
た
農
家
は
一

戸
も
な
か
っ
た
。
騒
数
隷
三
～
難
懸
ぶ
露
三
・
八
％
（
乾
雑
作
）
、
五
五
．
三
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

（
雨
霧
鐸
）
と
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
五
～
六
麟
（
そ
丸
ぞ
れ
二
八
．
一
％
、

　
八
・
蓉
％
）
で
あ
っ
た
．
際
屡
鷲
で
は
二
漉
屡
で
麟
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

離
縁
¢
購
鶴
は
選
に
一
騒
な
い
し
は
還
に
二
籔
と
い
う
の
ぶ
も
っ
と
も
多
く
、
駒

除
鰐
象
靉
靆
は
一
五
馨
～
三
ケ
月
の
あ
恥
だ
で
あ
っ
た
。

　
な
お
駒
除
凝
に
は
、
湯
讐
（
蓑
。
添
壁
　
》
鋸
警
ぎ
”
鵜
機
無
熱
碧
y
ご
欝
O
簿
簿
戦
雲
｝

鍔
鍵
O
♂
一
夢
　
噂
。
籔
韓
。
夢
　
（
｝
霧
舞
露
。
ダ
　
譲
○
η
含
夢
　
ゼ
餌
φ
欝
欝
柘
　
竃
の
讐
。
鉾

擁
臣
＆
舞
戸
な
ど
が
襲
羅
さ
細
て
い
る
。

　
　
　
韓
　
施
罷
噂
節
憲
σ
簿

　
趨
罷
鯨
乾
鱈
鐸
の
臨
終
、
雨
難
鐸
の
鑑
器
、
撫
総
、
臓
器
、
撫
鋳
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
農
家
に
お
》
て
行
な
わ
れ
た
．
旛
胆
勇
暴
は
鬱

鬱
主
甕
家
労
縫
方
に
敏
存
し
て
お
聾
、
賃
労
薦
力
を
霧
篤
し
た
の
は
乾
雑
作
お
轟
の
み
、
穆
互
扶
動
労
鱗
力
を
穂
擁
し
た
の
は
雨
期

　
一
審
藻
鋤
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
霧
の
米
辮
“
灘
営
－
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九



　
　
一
講
　
　
　
交
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
二
〇

維
で
の
獣
2
8
一
戸
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
施
罷
懸
数
縁
一
～
二
響
で
あ
諺
、
三
麟
実
施
し
た
の
綜
乾
遜
蕪
で
は
臨
隠
の
み
、
雨
難
鐸
で
も
臨
鰺
、
撫
欝
の
二
戸
だ
δ
で
あ
る
。
躇

麟
騨
で
の
旛
罷
掻
敷
は
、
よ
勢
至
娃
の
躇
麟
で
二
暴
の
占
め
る
離
合
ぶ
わ
ず
か
で
は
あ
る
麟
大
き
い
。

　
施
肥
量
は
辮
種
面
積
解
大
き
恥
ほ
ど
多
く
な
る
解
、
一
紘
当
平
均
で
み
る
と
、
乾
雑
作
で
鱗
・
○
袋
、
雨
懇
作
で
三
．
一
袋
と
恥
う
差

損
あ
っ
た
。
麗
繕
は
む
窓
欝
も
。
鐸
暴
津
。
旨
夕
に
…
峯
一
窓
レ
⑦
一
8
－
Q
な
ど
の
艦
学
贈
料
で
あ
撃
、
有
機
質
灘
料
は
ほ
と
ん
ど
綾
矯
さ

　
　
〔
玉
）

轟
な
》
。

　
（
工
）
　
縫
え
ば
、
穰
藁
は
驕
穀
後
焼
懸
さ
蕊
て
し
ま
う
び
水
隼
轟
鑓
鵜
と
し
て
灘
湧
さ
れ
る
が
、
推
醗
を
承
露
に
還
元
し
て
意
い
な
い
。

　
　
　
　
臼
　
灌
灘
曄
鴬
ぴ
蒔

　
こ
の
魯
で
は
灌
灘
施
設
ぷ
充
実
し
て
お
警
、
及
ん
で
》
惣
》
の
は
集
落
の
後
背
難
の
逝
く
一
部
に
轟
隈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
韓
に
騨
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
至
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毒

す
る
灌
漑
積
水
酪
は
2
ヌ
と
舞
霧
の
管
理
す
る
竃
舞
。
馨
ρ
霧
韓
系
幹
線
水
鶏
⑳
分
鼓
し
た
も
の
で
あ
る
。
継
承
基
本
単
綾
は

ぎ
奪
ぎ
》
暴
（
以
下
、
R
盈
と
隠
す
）
と
解
ば
轟
、
五
〇
編
蔑
後
の
面
積
糧
穫
で
あ
る
。
灘
灘
鵡
闘
串
は
、
R
A
単
鐘
で
は
鰻
六
時

中
給
水
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
漣
灘
欝
恋
嫁
潅
漑
嚢
積
に
箆
べ
て
必
ず
し
も
豊
富
と
は
》
え
な
》
の
で
、
各
露
場
窪
で
瞬
六
時
中
盤
給
さ

れ
る
よ
う
に
は
な
っ
て
》
な
》
。
そ
の
た
め
翼
A
単
磁
残
に
縁
譲
一
〇
紘
離
後
の
海
雲
鉾
ざ
難
¢
賢
答
（
R
群
）
が
っ
く
ら
細
、
醗
水
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
¢

　
第
一
五
表
緯
こ
の
羅
の
毒
翻
に
難
覆
す
る
嚢
A
・
野
M
・
然
の
各
嚢
惹
起
麗
し
て
の
灌
灘
面
積
、
綴
本
時
聡
、
給
水
量
な
ど
を
掲
げ
て
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寡嚇一ユニッ睡積獅瞬鑑定給緯
　　　　　　　　　　　　蟹廷i　　　鼓…　　　　驚暴

　　　　農　　　轡遡i　261ラ・556

　　　　蝕　…6判茎マ1聯3
　　　　1　臆発現潭ll
　　　　e　　　準4きi2眉　多殿

舎　謙医聡い刺2鱗
資料：臓ん騨難sの資料から算鐵・

むゆ

�
ｶ
舞
蔓
欝
痔
懸
盤
舞
⑫
一
人
ぶ
お
か
れ
て
い
る
。

う
幾
苧
念
護
衛
叢
外
§
ず
鷲
二
6
勧
呈
露
欝
積
竃
つ
雀
攣
麹
．
Σ
が
蒙
る
、

と
。
蓋
A
雫
整
は
黛
暮
甕
異
業
、
琶
落
す
）
萱
葺
…
鏡
讐
黎
ず
、
覆
ら
が
各
霧
ご
と
の

給
水
昌
の
禰
閉
を
行
な
っ
て
い
る
。

》
る
憂
事
ご
第
霧
雲
灌
灘
罵
変
換
給
基
準
を
丁
一
六
饗
ッ
ト
ル
／
秒
／

欝
と
し
て
お
警
、
衰
A
轟
蟹
盛
に
は
五
丁
○
葱
の
濛
濛
面
積
ぶ
あ
る
か
ら
、
難

聴
串
五
九
二
二
六
夢
ッ
ト
ル
／
秒
の
水
量
が
韓
綴
寒
露
か
ら
僕
継
さ
為
る
こ
と
に
な
る
。

盆
懇
へ
の
醗
水
は
、
五
嚢
閥
醤
一
二
〇
暗
闘
を
灘
灘
爾
［
積
箆
で
接
分
す
る
こ
と
に
よ
聾
、

吾
翼
お
給
水
時
震
渉
訣
ま
参
、
給
水
量
解
算
轟
さ
慧
。
七
九
奪
雨
難
警
霞
六
月

一
ム
ハ
嚢
か
弄
り
一
　
一
舜
二
〇
露
象
で
紳
か
給
水
靉
靆
鴫
㌧
轟
め
っ
た
。

賓
》
と
第
霧
で
餐
葺
挙
籔
象
お
積
水
操
舞
を
職
員
に
鴛
な
わ
せ
て
い
る
．
、
披

ら
縁
≦
舞
ぎ
答
馨
ぎ
（
以
下
、
騨
s
と
鋸
す
）
に
醗
鷺
さ
れ
て
お
夢
、
．
あ
韓
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
セ
ロ

覆
す
韓
s
の
う
ち
雪
幕
羅
楚
奪
づ
ヤ
ク
雪
で
あ
る
、
拷
》
、

箒
召
紛
は
麹
方
に
華
て
灌
灘
受
益
者
で
あ
る
農
民
霞
A
ご
と
に
灌
漑
者
集
羅
縄
織

簿
餐
§
象
§
○
凝
鉱
舜
浮
（
以
下
董
G
o
）
に
経
織
し
て
客
．
冬
至
G
o

に
は
会
長
0
劉
鑓
驚
3
鋤
添
　
一
人
、
議
会
長
く
答
？
0
ぴ
無
残
蓉
難
鋤
　
一
人
、
　
書
記
兼
会
誹

　
　
　
　
氏
名
の
わ
奪
た
会
長
に
麗
し
て
、
そ
の
患
身
藷
麟
を
み
る
と
笹
六
表
の
よ

多
幸
藻
ル
ソ
ン
も
マ
ン
デ
ィ
ル
秘
の
衆
鐸
経
営
一

二
一
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会

…
殆
、

ぎエン

　
まシ

　
一

テ

　
一

算

嚢底・澄簸・2董　　1施墾　i　2・脇a（ノ奎・婬農〉

盆ん蹴・94 @1騨1多・伽（ノ購濃〉

貼・灘の・31齢磐2．馳〈層濃〉　交
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滋・蹴・23　1×1欝Aテク鎚ジ層
資料：翼夏A一意野盗叢SパントータWS

（
茎
）

（
2
） 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

　
翼
董
煮
の
講
発
滋
は
、
　
一
九
六
瞬
奪
㊧
大
総
“
籟
獣
A
灘
ム
叩
臨
九
一
に
・
．
“
っ
て
、
　
H
嘆
畿
鏡
袖
無
。
講
　
¢
無
謬

無
終
ゆ
雛
舞
⑭
欝
欝
箋
と
け
審
浮
｛
舞
ぎ
蓬
》
触
藤
幾
窪
む
摩
憲
霧
糞
。
地
3
ゆ
瞬
弩
㊥
貰
緑

野
麟
舞
鉱
　
と
が
率
心
舞
舞
と
な
っ
て
、
　
そ
の
纏
め
藩
饗
に
鍛
姦
し
て
い
た
　
瞬
霧
蒔
鋤
焦
。
誉

O
ゆ
く
繊
O
矯
糞
聯
繋
都
翼
を
整
運
・
統
ム
貸
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
　
一
禿
七
二
奪
九
擁
二
三
舞
の
マ
ル

葺
ス
大
絞
籟
鉱
よ
る
戴
厳
会
下
で
鐵
さ
れ
た
大
綾
鎮
姦
著
撫
簾
糞
⑭
讐
舞
＆
驚
3
毒
霧
騨
鶏
ぎ
誉

》
鋸
睡
気
聾
聯
装
舞
ご
欝
艶
鎌
O
く
震
鼻
糞
ゆ
糞
絃
、
簸
鈴
鏡
薄
凄
兜
機
麗
を
縫
合
、
　
寧
央
集
権
弗
を

強
癒
た
渉
、
こ
分
と
き
に
蟹
至
姦
隷
謬
嘆
欝
欝
｛
霧
O
ゆ
舞
蕊
霧
に
聡
熱
す
る
　
麟
、
量
霧
鴬
霧
欝
窪
暮

と
O
O
蓼
糞
瓢
蕊
O
舞
ε
賛
の
灘
機
能
癒
も
講
一
駁
し
た
窃
　
き
ら
に
七
響
奪
九
舞
二
一
舞
の
大
綾
護
姦

魯
蕊
互
二
二
に
よ
っ
て
．
翼
至
業
縁
承
資
懸
霧
孫
一
般
に
襲
す
る
権
綴
、
す
な
わ
ち
漢
承
講
整
、

霧
庫
、
土
嬉
酸
喪
、
水
力
発
電
獺
発
、
お
よ
び
こ
れ
ら
を
遂
行
す
る
た
あ
の
資
金
講
達
な
ど
の

権
綴
を
得
て
、
単
わ
ば
農
越
繕
合
騰
発
の
串
心
機
麗
と
し
て
の
甕
趨
を
も
つ
よ
う
瓢
な
っ
た
の

で
あ
る
。
裏
》
¢
》
貰
霧
と
は
蜜
ぎ
舞
一
ぎ
沖
繋
講
無
き
甕
鼠
舞
鼕
鼕
ε
冨
で

》
節
簸
蜜
謬
鐸
競
獅
豪
く
隻
ぎ
欝
篶
馨
＆
H
駿
齪
簿
概
言
白
む
鴇
擢
欝
砂
縷
紘
で
あ
彗
海
黍
部
は
ヌ
エ
バ

・
エ
シ
ハ
の
弼
、
穆
カ
バ
ナ
卦
ア
ン
に
あ
る
。

　
こ
の
麗
S
に
は
七
人
め
職
員
が
醗
置
さ
れ
て
い
る
、

緯
　
収
穫
○
馨
霧

　
蔽
穫
撫
業
は
、
大
き
く
は
灘
取
Φ
餌
磁
器
と
饒
穀
◎
抽
驚
と
運
綴
と
に
分
鐘
ら
為
る
。
繕
取
は
鐡
び
ぎ
鱗
犀
無
妻
で
お
こ
な
わ
れ
、
穰

豪
に
し
て
そ
の
叢
家
　
”
雛
か
細
る
か
、
あ
る
炉
縁
一
〇
ア
確
ル
単
癒
く
ら
塾
で
穰
叢
擁
韓
ぎ
壼
驚
ひ
瓢
と
し
て
積
重
ね
ら
れ
、
翼
馨
な
い
し
は
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驚3舞哀1董偽蓋＆P㌫31秘鍵合』琶一

感熱引1
手　一1　　一…　　1
　　　　善1　伊…　奪1　　董i　き

3箏、
顧
き

雛
6
6
多鐙

4
　
ヲ
㎜
　
窮
　
4
　
　
董

3
　
　
　
蠧

毒　…　　2
　　E

　　｝

7　1　　茎4
　　｝

7引まノ7
籍li・？；5順

鞘ほ／8
梅・容；5脚

「蕨労働嚇
　｝

　　合　　誕

3
3
2
－
弓

6
　
重
　
　
　
　
3

5

2
　
毒
　
2
　
§
　
　
3

528窒6，
怨

鮮5脚
劉1急雌、，

　ヒ
　1窪家労鯖力のみ
　…

　　　含　　群

盗麟：第藁蓑と麟輪

翌
々
蒙
の
騰
穀
を
窪
つ
。

脱
穀
に
は
二
お
方
法
が
あ
る
．
浮
暑
節
馨
を
綾
羅
し

て
、
そ
れ
に
穰
東
を
た
た
き
つ
診
て
騰
殺
す
る
覆
簿
饗
鴬
霧
と

籍
う
方
法
と
、
小
墾
騰
穀
機
を
麟
駕
し
て
醗
殺
す
る
育
法
と
麟

あ
る
。
譲
者
の
場
合
に
は
獲
饗
鋸
　
に
窪
き
つ
け
る
必
要
誤

あ
惹
の
で
・
穰
棄
と
し
て
穰
解
ま
と
め
ら
れ
て
い
怠
浮
蜘
ば
な

ら
な
い
。
後
者
の
場
合
に
は
穰
豪
に
す
る
厳
要
麟
な
い
㊧
で
穰

叢
と
し
て
積
重
ね
て
お
け
ば
よ
恥
。

酸
穫
は
賃
労
働
お
敏
存
奪
馨
．
箋
七
表
に
よ
れ
ば
、

八
一
・
○
弱
（
雨
懇
霧
）
、
七
九
・
五
％
（
乾
鰯
鐸
）
解
、
駁

穫
蟹
労
鍵
に
敏
存
し
て
い
る
。
籔
黒
仔
の
麗
慶
を
紫
麟
幾
に
み
る

と
、
す
づ
あ
購
屡
で
五
〇
％
を
超
え
て
い
る
も
の
の
、
二
舷

以
上
の
隣
麟
と
未
満
の
踏
罐
と
の
閥
藍
建
の
購
差
ぶ
あ
る
．

乾
雑
作
で
は
こ
れ
に
換
え
て
、
一
纏
麟
と
一
醜
未
満
麟
と
の
懸

に
よ
墾
大
き
な
灘
差
解
簾
わ
る
。
収
穫
賃
労
醗
に
は
小
学
生
以

下
を
除
き
、
す
べ
て
の
老
者
男
女
ぶ
参
無
し
て
疑
る
。

暇
警
議
へ
髪
警
鐘
算
蕎
を
と
ぞ
客
・
①
叢
み
ン
奨
蓮
讐
露
ま
で
）
豊
箋
を
募
讐
餐

　
　
ふ
罷
ソ
イ
マ
マ
ン
デ
疹
蕊
諜
讐
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
一



　
　
…
払
講
　
　
　
　
交
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
腿

こ
な
っ
た
と
き
、
薮
穫
量
の
七
分
の
一
弾
聾
驚
ε
解
賃
労
騰
者
の
取
分
と
な
る
ゆ
　
③
⑳
の
う
ち
運
織
潜
欠
け
る
と
賃
勇
翻
者
の
取
分
は

八
分
の
一
弾
鯵
壌
覧
O
と
な
る
。
③
㊤
の
う
ち
ハ
ン
パ
ス
の
か
わ
聲
に
小
聖
騰
穀
機
瀞
綾
羅
さ
翻
る
と
、
百
分
の
五
趣
號
穀
機
織
罵
経
費

　
　
　
　
　
　
（
圭
）

と
し
て
先
取
さ
れ
、
賃
労
騰
者
は
残
参
の
う
ち
の
七
分
一
を
受
領
で
き
る
。
㊧
③
の
う
ち
運
綴
ぶ
欠
け
る
と
、
残
夢
の
八
分
の
一
を
受
領

で
き
る
。
鍵
っ
て
、
賃
労
鱗
者
の
取
分
嫁
、
そ
れ
ぞ
れ
を
養
分
率
に
換
算
す
る
と
、
⑦
一
霞
二
二
％
、
②
二
一
丁
六
％
、
③
二
丁
五

％
、
④
一
一
・
九
％
と
な
る
．

　
載
穫
賃
労
齢
の
賃
金
水
準
の
う
ち
最
も
一
般
的
な
方
法
は
㊤
で
あ
撃
、
そ
れ
ぞ
れ
五
（
）
・
（
）
％
（
爾
顛
搾
）
、
萱
八
・
一
％
（
乾
難

馨
）
を
占
め
て
恥
た
．
、
次
》
で
④
で
、
⑫
③
は
縄
率
で
あ
っ
た
、
懸
麟
霧
に
は
、
⑨
③
ぶ
二
魏
麟
に
集
零
し
て
》
る
。

　
小
型
醗
穀
機
を
稀
駕
す
る
に
あ
た
っ
て
の
意
見
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
た
。
秘
離
す
る
か
蚕
か
は
農
罠
の
意
思
に
よ
る

が
、
小
選
騰
穀
機
と
は
》
え
大
き
な
機
械
で
あ
夢
、
そ
の
牽
撰
に
は
水
隼
を
霧
穏
し
な
謬
れ
ぱ
な
ら
ず
、
遵
露
か
ら
薩
接
に
瞬
き
入
れ
る

こ
と
渉
で
き
る
か
否
か
と
耽
っ
た
条
樗
に
趨
走
さ
れ
る
。
露
場
が
遵
露
に
接
し
て
恥
な
く
て
も
遵
酪
灘
の
そ
れ
の
較
穫
渉
終
っ
て
い
馳
ば

露
題
ぶ
な
》
。
農
罠
の
意
思
ぶ
強
く
齢
く
の
は
醗
穀
串
に
爾
に
鋒
ら
れ
は
し
な
》
か
と
駆
っ
た
萢
撰
に
よ
る
も
の
渉
多
い
。
な
ぜ
な
ら
ハ

ン
パ
ス
覇
驚
だ
と
蝿
取
か
ら
鱗
穀
ま
で
一
遷
間
近
く
か
か
る
解
、
騰
穀
機
灘
灘
…
な
ら
ば
藩
取
を
あ
わ
せ
て
二
～
三
8
で
済
む
。

　
こ
轟
に
薄
し
て
収
穫
労
鍵
者
の
意
見
を
任
意
擁
鐵
で
象
と
め
る
と
、
第
一
八
表
の
と
お
撃
で
あ
警
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
労
鱗
分
益
率

の
抵
恥
小
聖
騰
穀
機
の
越
懇
を
望
む
声
潜
大
き
い
。
そ
の
遷
鐡
と
し
て
は
「
疲
轟
な
》
」
「
楽
だ
篇
「
弊
力
を
溝
耗
し
な
》
し
な
ど
を
あ
げ

て
お
鯵
、
　
「
き
ち
ん
と
騰
穀
で
き
る
」
と
い
う
の
は
た
っ
た
一
人
で
あ
っ
た
。
小
さ
な
声
と
し
て
の
ハ
ン
。
ハ
ス
を
望
む
賃
労
齢
者
は
「
疲

れ
る
ぶ
フ
ノ
ス
鱗
毒
霧
（
藪
穫
労
鱈
分
蚕
）
が
多
》
し
　
「
小
型
號
穀
機
だ
と
フ
ノ
ス
ぶ
抵
恥
」
と
い
っ
た
も
紛
が
多
く
、
緩
ら
の
ほ
と

ん
ど
は
羅
磐
か
ら
の
賃
労
鶴
者
で
あ
っ
た
、
韓
鑓
砂
叡
穫
労
麹
者
隷
誘
外
の
穫
ら
ほ
ど
貧
し
て
》
な
い
と
い
え
よ
う
．
、



　第茎8i表　鰻穫賃労勘考の脱穀鬱鬱藩穀騨羅に饗する

　　　　　意冤舞姦

ハンノ執整罵労働者ハンバス悪騒㌢・1　隻2入
　　　　　　　　　　　どちらで駄㌢・i4

　　　　　　　　　　　小鞭穀撫監よ辱・13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
ノ瞳鵬搬麟鵬ノ煙麟撫導よψi　i3
　　　　　　　　　　　どちらでもよ》1　む
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　ハンパス赫よ》・1　至
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
　　　　　合・　　　誹　　　！36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　資料：購場での讐意捻鐵蚕接講甕（董タη年重窮）に

　　　　よる章

（
玉
）

（
2
）

小
聖
鋭
穀
機
は
秘
露
靴
は
吾
も
な
い
．
斐
野
ト
ラ
ク
タ
ー
と
講
鐵
に
越
内
の

稗
糞
考
（
携
え
ば
蕪
蜀
）
が
、
辮
有
者
か
ら
織
む
、
運
転
餐
を
薩
観
し
て
、
騰
穀
を

講
負
う
・
経
費
の
頁
労
の
葦
は
発
露
さ
鈴
て
、
運
藪
者
に
姦
労
の
○
．
至
、
藪
有
春

に
菖
分
の
二
・
互
、
縛
介
者
に
毒
発
の
二
・
○
と
い
う
醗
鐙
に
な
る
。
誌
代
は
農
震

が
も
つ
な

人
堅
罷
聖
趣
く
な
る
と
、
ラ
グ
ナ
嬢
で
み
ら
熊
た
だ
マ
象
馨
麟
慶
に
変
銘
し

て
い
く
む
藏
掲
麟
の
濫
（
i
）
を
参
黙
。

轡
種
子

作
）
で
あ
っ
た
。
各
農
家
は
だ
い
た
恥
一
鐵
種
の
み
を
栽
籍
し
、
そ
の
離
合
慧
八
二
．
一
％
（
乾
難
樺
）
、

及
ん
だ
・
箋
九
表
は
、
複
警
霧
を
栽
培
し
た
農
家
割
合
の
紫
展
性
を
示
し
て
客
．
．
乾
鰯
簿
で
は
そ
の
割
合
が
二
醜
贋
重
三
．
一

％
と
穰
鰻
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
ぶ
、
蔭
麟
的
傾
晦
盤
は
瞬
確
で
な
い
．
こ
れ
に
嬉
し
て
雨
雑
作
で
は
、
一
・
（
一
読
を
箋
と
し
て
大
き

な
旛
差
ぶ
み
ら
お
、
し
か
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
よ
参
上
縫
の
購
屡
に
お
恥
て
複
数
贔
種
栽
培
農
家
率
渉
高
く
な
っ
て
い
る
、

夏
盆
贔
種
潜
こ
の
種
で
硬
愚
さ
れ
る
よ
う
に
な
建
の
は
遅
く
と
も
天
七
二
奪
で
あ
建
．
普
段
解
著
し
く
進
ん
馨
る
馨
、
種

　
　
一
率
藻
㌻
ン
毛
マ
ン
デ
ィ
ル
麟
の
米
雀
羅
営
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
葦

栽
塘
最
種
は
里
衰
蕊
、
夏
霞
姐
な
ど
を
響
齢
と
し
た
董
R
贔
種
で
あ
っ
た
．
伝
統

的
な
鑛
種
は
、
こ
の
繕
で
は
翫
雄
が
集
落
の
後
背
地
の
穽
灘
灘
地
で
栽
壊
し
て
い
た

蜜
一
銀
鱗
き
霧
だ
諺
で
あ
っ
た
。
亙
衰
講
と
亙
R
醗
と
ぶ
霞
め
る
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ

六
一
　
・
五
％
と
二
八
・
二
％
　
（
乾
簸
鐸
）
、
　
六
九
　
・
　
二
％
と
二
一
二
．
一
％
　
（
、
爾
一
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
九
・
工
％
　
（
両
懸
購
鐸
）
　
』
に



一
譲

文
一

策欝表灘軸撫穫獲繧と纏数贔穫舞舞

　　　　　　　　　　奪翼掃蕩噸寧
馨複露　農家翻…董日豊…§

　資料：第i表と構ビ。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

子
は
霞
給
“
自
P
是
の
離
別
瓜
揖
を
論
義
め
て
い
る
．
、
熱
給
｛
箪
は
乾
翻
別
繹
で
八
一
　
・
七
％
、
爾
柵
懸
作
で
論
ハ

七
・
八
％
に
及
ん
で
》
る
。
山
父
換
に
よ
る
種
筆
」
入
手
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
解
喜
在
し
て
い

る
。　

　
　
　
　
　
　
三
　
米
作
経
営
駿
支
の
躇
展
性

　
　
　
　
　
　
9
　
米
作
経
営
棒
の
牲
諮
趨
走

　
こ
の
誘
の
米
辮
農
家
は
、
縷
起
・
整
地
・
蕊
取
・
蛋
橿
・
駁
穫
と
い
っ
た
濃
霧
業
を
雇
絹

労
欝
力
に
敏
存
し
て
お
聾
、
麗
塔
管
璽
絡
み
を
縫
馨
主
が
行
意
う
と
耽
っ
た
盤
絡
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）

い
る
。
こ
蕊
は
分
鑑
小
舞
時
代
の
「
共
凝
雛
的
な
冊
か
げ
の
繧
藻
』
の
藻
分
し
を
未
だ
大
き

く
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
、
し
か
し
こ
の
米
作
経
済
の
分
醗
療
難
も
少
し
ず
つ
変
化
の
き

ざ
し
を
も
っ
て
き
て
い
る
．
、

　
変
化
の
兆
し
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
第
一
は
小
舞
麗
係
の
変
鑑
に
よ
る
小
作
料
負

擾
の
蝦
職
㎝
醸
で
↓
め
る
。
　
こ
の
“
磐
で
は
山
ハ
一
二
隼
豊
贋
糠
鰐
畷
廿
年
法
　
か
一
〇
奪
以
上
遅
れ
て
鶴
・
刀
を
も
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

，
は
じ
め
、
定
額
な
》
し
は
峯
・
定
額
小
舞
農
渉
生
ま
れ
て
き
た
。
七
一
年
農
地
改
革
法
も
五
～

六
隼
お
く
れ
て
動
力
を
発
擁
し
、
懲
彬
鞄
農
（
奪
餅
盤
還
小
蜂
農
）
解
生
蜜
れ
た
む
こ
れ
ら

の
繕
果
七
〇
奪
代
蕪
辛
に
は
小
藩
料
負
鐙
ぶ
二
分
の
一
か
ら
撰
分
の
芸
木
講
に
軽
減
し

た
。
第
二
の
要
霞
雄
、
灌
灘
絹
本
な
ど
の
生
産
力
基
盤
の
整
鐵
で
あ
る
、
小
蒲
麗
係
の
変
位
で
小
確
科
員
墨
割
金
解
軽
減
し
た
と
い
っ
て



も
、
当
籍
絃
な
お
米
生
産
性
に
著
し
》
不
安
盤
渉
あ
っ
た
。
七
八
奪
に
灘
濃
霧
水
藻
こ
み
載
に
及
ぶ
に
至
っ
て
、
乾
顛
礁
の
蔑
縫
安
憲
的

藪
量
が
類
舞
で
き
、
雨
難
馨
に
お
い
て
も
醗
蕊
時
に
台
風
が
来
な
》
畷
蓼
高
》
生
産
性
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
生
産
盤
の
講

上
縁
、
叡
護
勇
麟
分
益
率
を
五
分
璽
か
ら
七
～
八
分
楚
に
強
き
さ
げ
る
こ
と
を
薄
靄
し
、
農
家
の
手
取
額
を
上
昇
さ
せ
る
こ
ど
に
な

っ
た
。（

i
）

（
2
）

蔑
篠
彰
「
フ
ィ
琴
ピ
ン
農
梶
の
購
造
変
鶴
と
賃
労
鶴
老
懸
」

蕊
謁
一
8
㊧
灌
（
2
）
参
蕪
。

鴨
ア
ジ
ア
鰺
腸
済
』
第
一
八
蘇
黛
ハ
・
七
馨
｝
（
一
九
七
｝
七
一
隼
）
　
一
八
耐
貫
。

町

　
　
　
　
昌
　
米
鐸
経
営
較
麦
誕
算
の
基
礎

　
「
業
縁
弊
的
な
兜
か
げ
の
繕
藻
駈
㊧
藻
分
」
を
含
め
た
と
こ
ろ
の
米
霧
経
営
叡
支
の
謙
算
は
、
本
来
的
に
は
縁
内
歩
留
率
を
中
心
に
す

え
た
基
準
で
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
恥
。
し
か
し
、
こ
こ
で
俗
講
査
は
農
業
経
営
の
観
点
か
ら
実
権
さ
轟
て
お
警
、
各
米
鐸
農
家
ぶ
蓬
繕
労

鱗
蓼
に
支
払
っ
た
賃
金
等
は
瞬
ら
か
で
あ
る
が
、
各
糸
作
農
家
の
購
議
員
溺
農
業
震
労
鍵
着
と
し
て
ど
れ
縁
ど
の
薮
入
を
得
て
ψ
た
か
は

瞬
ら
か
と
な
っ
て
恥
な
い
。

そ
こ
で
、
硬
宣
麟
に
二
段
繕
に
分
轄
て
、
米
作
経
営
の
分
醗
を
考
え
て
》
き
た
》
．
第
蔑
簸
は
農
家
労
賃
離
分
を
経
費
と
し
て
評
慰

し
な
》
小
農
基
準
に
よ
る
各
米
馨
農
家
の
経
営
念
紙
で
あ
る
。
第
二
段
購
は
経
費
と
し
て
支
払
れ
た
部
分
を
越
内
歩
留
分
と
難
外
濠
患
分

と
に
分
け
る
舞
楽
を
得
な
う
．
そ
し
て
、
箪
の
農
浅
手
取
分
峯
璽
の
経
費
の
韓
霞
歩
留
分
と
を
合
訂
し
た
も
の
摂
、
求
め
る
替
内
分

醗
と
鼠
る
。

　
　
一
瞬
離
｝
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
且
鱒
の
甑
不
作
経
営
”
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
一
議
　
　
　
交
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

　
先
ず
鮫
人
薬
懸
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
．
、
収
入
の
趨
の
収
穫
量
と
単
襲
重
量
（
未
乾
燥
綴
；
麹
舞
髄
9
轟
）
当
販
売
懸
酪
と
を

調
べ
為
ば
講
算
解
で
き
る
、
駁
穫
量
に
麗
し
て
は
各
戸
ご
と
に
綴
る
こ
と
解
で
き
た
。
　
一
毒
バ
ン
当
藪
売
酎
難
繕
に
麗
し
て
も
各
戸
毎
に
繕

鞍
を
得
た
．
霞
総
懸
分
に
つ
》
て
も
簸
売
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
講
算
に
癩
え
た
．
藪
売
撰
穏
を
得
ら
れ
か
っ
豊
認
の
米
作
農
家
に

つ
矯
て
は
、
七
八
奪
雨
難
舞
で
は
一
カ
バ
ン
獲
五
〇
・
五
ペ
ソ
、
七
九
隼
乾
鰯
繹
で
は
五
（
）
二
二
ペ
ソ
と
い
っ
た
平
均
懸
路
を
絹
い
て
推

算
し
た
。

　
次
に
支
鐵
に
関
し
て
で
あ
る
藩
、
こ
蕊
は
大
き
く
は
三
つ
の
部
羅
に
分
翻
し
て
計
算
を
す
す
あ
た
。
第
一
離
開
は
下
小
作
料
を
含
誇
た

小
鐸
麟
瞬
鍛
≦
齢
で
あ
善
、
纂
二
鰹
霧
は
叡
穫
労
鍵
費
麟
鱈
欝
駐
で
あ
麟
、
第
三
部
需
は
そ
の
飽
の
農
業
諸
経
費
で
あ
る
。
第
三
藻
懸
は

さ
ら
に
後
述
す
る
よ
う
に
職
分
紀
さ
れ
る
。

　
箋
二
部
霧
の
小
舞
料
に
つ
い
て
は
す
べ
て
鷺
鞍
を
欝
て
い
る
。
下
小
作
あ
る
い
は
乾
雑
作
で
の
分
益
小
梅
麟
も
カ
バ
ン
数
を
蝶
介
し
て

懸
路
に
換
算
し
た
．

　
第
二
蕊
糀
に
つ
い
て
も
、
莇
童
舞
簾
で
記
載
し
た
と
こ
ろ
の
各
米
侮
農
家
の
蔽
穫
労
銚
分
益
率
か
ら
カ
バ
ン
数
を
介
し
て
極
揺
に
換
算

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
至
）

　
第
三
部
懇
は
さ
ら
に
隷
起
、
整
地
、
パ
レ
タ
、
経
つ
く
撃
、
薩
取
、
鐙
籟
、
陰
草
、
窃
陰
、
旛
肥
、
灌
漑
、
種
子
に
分
離
さ
れ
る
．
、
た

だ
し
恥
ず
れ
の
場
合
も
、
第
二
藻
轡
を
含
め
て
、
輯
互
扶
馳
を
含
め
た
農
家
労
賃
鶴
分
は
謙
上
さ
れ
て
恥
な
い
。
聡
麹
の
い
ず
れ
の
形
態

を
鐸
わ
ず
、
支
払
わ
れ
た
藻
分
に
つ
い
て
の
み
詩
算
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
米
作
農
家
の
収
支
決
算
は
農
浅
手
鍛
額
の
多
寡
を
基
準
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

し
て
分
極
さ
れ
る
こ
と
に
怠
る
さ

　
（
轡
繋
倒
越
は
す
べ
て
総
額
酬
で
懸
箕
麟
を
”
。
得
て
お
撃
、
　
鍵
鵬
誕
」
に
蟹
書
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。



③
難
毫
ギ
建
艦
嚢
碁
縫
管
建
毒
ぎ
お
馨
毒
、
轟
轟
あ
っ
た
．
後
書
馨
て
婆
峯
ト
ラ
ク

タ
轟
馨
馨
鷺
嚢
慶
奪
慧
豊
讐
雰
肇
き
蕪
あ
に
3
て
学
べ
て
蕪
軽
習
蓄
壱
た
．
な

お
藍
鶴
蟹
ゑ
峯
多
多
轟
墨
家
噂
歪
繋
葉
窺
藍
っ
豊
麗
3
て
は
、
蚕
）
ペ
ソ
X
鷲
墨
毫

麹
経
費
を
推
定
し
た
。

③
づ
崖
響
く
農
3
て
藍
毳
毳
笹
嚢
携
う
蔓
養
金
窪
蓼
讐
慧
か
墨
一
声
に
3
て
は
、
八

ペ
ソ
×
嚢
数
で
推
定
し
た
。

窪
整
つ
い
義
馨
毒
誤
等
、
藩
饗
蕎
蛋
霧
、
七
葦
鶏
窪
戸
、
夫
議
繹
一
一
芦
讐
蒙
っ

た
羨
島
嚢
に
奪
は
難
の
も
の
か
ら
』
蟹
嚢
墨
警
讐
（
い
、
、
各
募
寡
髪
稔
肇
乗
算
し
て
冊
瞭
経
費

を
お
し
た
む

雷
難
謬
3
譲
議
単
数
の
米
窪
家
か
金
額
饗
覆
箋
．
蕎
睾
数
り
っ
ち
量
裏
捲
蓑
髪
ぞ
警

払
腰
に
合
警
養
し
奄
雲
ギ
ま
毒
馨
勇
蓑
墨
家
に
つ
い
て
籔
蒼
莞
薦
謹
籍
蔑
姦
讐
董

の
を
懇
穣
経
費
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

籐
蓬
馨
て
整
つ
婁
艱
難
嚢
る
．
募
讐
、
霧
鷺
雲
、
議
霧
一
二
つ
で
あ
る
．
賃
鶴
警
馨
森

た
も
雲
量
髭
・
肇
警
幾
馨
か
ら
駕
し
て
智
驚
馨
憲
つ
た
蒙
み
夏
馨
っ
た
．
蟻
窪
3
Σ
．
竪

額
譲
答
嚢
て
叢
竃
の
暴
塗
妻
妾
籍
鬘
下
姦
墨
髭
藁
姦
層
た
．

、
霜
除
彗
ぞ
轟
と
羅
髪
つ
婁
累
孝
乏
慧
、
犠
労
警
揖
薦
ぞ
導
べ
釜
辱
饗
暉
を
得
た
．
ス
プ
レ

イ
了
整
髪
馨
多
べ
て
塁
解
奪
あ
っ
た
．
倦
羅
笹
夏
奮
っ
髪
窪
差
．
議
費
に
つ
い
て
は
、
金
薔
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

　
　
…
牢
鶴
ル
ソ
ン
↓
マ
ン
デ
ィ
ル
繕
の
米
修
経
営
ー



　
　
一
議
　
　
　
　
交
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

を
欝
た
も
の
は
そ
蕊
を
、
本
数
み
み
懸
筈
さ
蕊
た
も
の
は
平
均
極
縷
を
乗
算
し
て
経
費
と
し
た
。

　
⑧
旛
肥
縁
賃
労
麟
費
と
薬
凝
費
と
に
分
謬
ら
れ
る
渉
、
繭
者
絃
金
額
を
、
後
者
に
つ
い
て
も
金
額
爆
管
㊧
も
の
は
そ
蕊
を
、
そ
う
で
な

》
も
の
は
投
入
贈
料
袋
数
に
軍
均
懸
激
柑
を
乗
算
し
た
も
の
を
、
経
費
と
し
て
議
上
し
た
。

置
③
潅
灘
費
に
つ
》
て
は
多
様
な
獲
警
形
式
が
あ
つ
っ
た
．
．
金
額
羅
答
、
現
檎
暴
警
、
類
韓
当
金
額
懸
答
、
揖
節
巻
現
勢
懸
讐
な
ど
で
あ
っ

た
。
　
す
べ
て
解
騨
賂
に
無
瓢
讐
労
し
た
。

　
⑱
種
子
費
は
購
入
分
、
嚢
絵
分
、
交
換
分
を
金
額
に
換
算
（
購
入
懸
路
で
）
し
た
．

　
か
く
し
て
艶
本
鐸
経
堂
一
群
算
へ
か
で
き
た
の
は
、
　
七
八
／
七
九
鉦
・
爾
獺
剛
舞
で
五
二
…
月
中
聾
蟹
一
戸
　
（
八
霧
・
ふ
ハ
％
）
、
　
七
九
｝
隼
乾
蟹
研
舞
で
一
二
九

一
戸
詣
甲
＝
工
登
解
（
九
二
・
一
二
％
）
　
に
の
ぼ
っ
」
に
。

（
i
）
　
こ
の
縁
か
、
襲
綾
羅
隷
撰
癒
藁
慧
韓
、
運
濃
（
襲
罠
宅
ま
で
の
）
砂
二
つ
の
経
費
が
考
え
ら
れ
る
、
欝
者
に
つ
い
て
羅
答
を
簿
た
も
の
は
霞
纏
縫

　
、
費
に
算
入
し
舞
。
後
餐
に
つ
静
て
は
灘
べ
ち
れ
な
か
っ
沈
、
沈
だ
承
隼
瞬
膏
巻
は
承
隼
垂
穂
罵
す
る
蟹
晦
が
強
い
。

（
2
）
　
そ
㊧
意
瞭
に
お
い
て
は
小
農
基
準
で
分
極
を
す
す
あ
る
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
　
加
撚
韻
脚
無
数
は
そ
篇
ぞ
齢
、
　
○
・
残
穴
一
二
と
○
・
七
《
X
》
で
強
勢
歪
の
癬
”
麗
を
｝
示
す
。

（
尋
）
　
騰
有
の
場
合
の
減
懸
盤
舞
も
潔
、
慮
範
入
れ
な
い
、
慧
お
雛
霧
羅
の
懸
縷
は
一
難
豊
○
ペ
ソ
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

轡
　
、
米
洋
経
営
穀
支
と
誓
欝
歩
留

　
家
ず
薮
入
濾
叫
・
あ
る
蔽
穫
量
を
み
て
お
こ
う
。
七
八
奪
靉
靆
聾
で
は
一
醜
当
平
均
六
三
・
三
カ
バ
ン
、
七
九
隼
乾
懇
霧
で
は
七
二
ニ

カ
バ
ン
の
穀
羅
血
温
豊
”
か
↓
め
っ
た
。
第
二
（
と
お
よ
び
二
一
一
表
は
“
講
査
甚
籟
“
果
”
か
蕎
幾
で
あ
っ
た
響
灘
登
戸
（
皿
寵
無
用
作
）
、
　
一
工
論
登
戸
　
（
乾
翻
酬
簿
）
　
を
欝
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一
爆
薬
ル
ソ
ヤ
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
繕
の
米
鐸
経
営
一

屡
霧
に
鼕
鼕
を
し
た
米
繹
経
営
般
支
を
み
た

も
の
で
あ
る
．
雨
霧
修
で
は
二
郷
当
来
鯵
面

穫
は
二
・
○
厩
で
あ
撃
、
報
穫
量
は
ご
一
六

・
六
カ
バ
ン
、
換
算
縦
悔
終
は
六
、
　
（
）
（
）
一
ペ

ソ
と
な
っ
た
。
乾
難
鐸
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
」

・
七
六
編
、
　
一
二
六
・
九
カ
バ
ン
、
六
、
一
二

露
玉
ペ
ソ
で
あ
っ
た
．
、
雨
羅
拝
竺
総
当
藪

穫
量
は
乾
懇
舞
の
そ
轟
の
八
三
％
に
し
か
な

ら
惣
い
が
、
こ
れ
は
七
八
奪
一
〇
月
二
五
蔭

か
ら
二
七
辱
に
か
轄
て
来
襲
し
た
カ
デ
ィ
ン

台
風
の
綾
害
に
原
雛
が
あ
る
。

　
薮
入
の
購
屡
盤
を
み
る
た
め
に
、
平
均
纏

を
一
つ
（
▽
と
し
た
と
き
の
収
入
振
数
を
下
絃

離
郷
麟
贋
か
ら
辱
な
＾
っ
べ
る
と
、
　
雨
瞬
離
別
作
で
は
一
二
一
工

・
畷
、
七
蓋
・
獲
、
　
一
二
（
）
・
九
、
　
一
三
九

・
一
と
な
参
、
乾
難
霧
で
は
三
一
二
・
一
、
　
六

プ五

E
ふ
ハ
、
　
一
一
二
五
・
瞬
［
、
　
一
七
ふ
ハ
＋
○
で
↓
め

　
　
　
　
　
　
　
三
一
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渋i）講蓋できなかったので79年薦薦搾の調糞に準じた。

　
　
　
　
　
　
　
三
二

聾
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
露
盤
面
積
蔭
膳
ぷ

上
癒
で
あ
る
ほ
ど
齪
入
は
多
く
な
る
。
し
か

し
、
一
勘
当
の
薮
入
と
な
る
と
、
下
位
購
麟

か
ら
、
爾
態
作
で
ご
二
瞬
・
○
、
一
ご
下

五
、
　
一
一
（
）
・
羅
、
八
二
・
八
、
乾
難
鐸
で

一
二
七
・
八
、
九
一
・
五
、
一
〇
瞬
二
一
、

九
七
・
七
と
な
っ
て
お
撃
、
乾
難
繹
の
一
紘

麟
を
鱗
外
と
す
脇
ば
、
鐸
慰
面
積
が
小
さ
い

墜
麟
の
方
が
よ
勢
高
い
至
難
生
産
性
を
示
し

て
い
る
。

　
次
に
支
鐵
を
み
る
と
、
一
戸
当
平
均
支
串

縫
額
は
雨
難
鐸
で
贋
、
二
七
八
ペ
ソ
、
乾
雑

作
で
残
、
〇
七
九
ペ
ソ
と
な
撃
、
叡
入
に
麟

L
T
る
割
ム
羅
は
、
　
そ
れ
ぞ
轟
七
一
　
・
一
二
％
と
ム
ハ

獲
・
三
％
と
な
っ
た
。
逆
に
恥
え
ば
農
蔑
手

取
額
渉
そ
れ
ぞ
れ
一
、
七
二
三
ペ
ソ
（
毅
入

に
鰐
し
て
二
八
・
七
％
）
、
二
、
　
二
六
瞬
ぺ



ソ
（
縄
三
五
・
七
％
）
と
な
っ
て
疑
る
。

贈
麟
遜
で
は
、
一
戸
当
平
均
嬉
を
5
0
と
し
た
と
き
の
支
鐵
招
致
を
下
達
墜
屡
か
ら
な
ら
べ
蚤
と
、
両
懸
鐸
で
二
五
．
八
、
七
六
．

薦
、
　
一
（
）
七
・
八
、
　
一
五
七
・
八
、
乾
難
舞
で
二
響
・
七
、
七
禽
∵
六
、
　
一
二
七
・
五
、
　
一
七
五
二
二
と
な
蓼
、
爾
簿
翻
…
と
も
鮫
人
の
蔭

屡
購
縷
差
よ
撃
も
支
鐵
の
獲
麟
賜
旛
差
の
方
渉
大
き
恥
と
》
う
特
雛
が
で
る
。
こ
細
を
一
編
当
の
重
患
額
で
み
る
と
、
下
位
踏
麟
か
ら
、

爾
難
鐸
で
二
、
二
〇
難
ペ
ソ
、
二
、
獲
瞬
○
ペ
ソ
、
二
、
〇
九
六
ペ
ソ
、
二
、
（
×
）
九
ペ
ソ
、
乾
雑
作
で
二
、
一
九
一
ペ
ソ
、
二
、
五
八

二
ペ
ソ
、
二
、
二
七
一
ペ
ソ
、
二
、
二
五
八
ペ
ソ
で
あ
聾
、
雨
霧
甥
と
も
一
紘
麟
で
大
き
く
な
っ
て
疑
る
．
、

　
蔽
支
の
獲
麗
麗
差
は
、
農
罠
手
取
額
釜
雫
で
聡
ら
か
に
な
る
。
下
縫
贈
麟
の
方
か
ら
な
ら
べ
る
と
、
雨
懇
鐸
で
鷹
五
．
一
％
、
二
七
．
八

％
、
三
六
・
羅
％
、
一
九
・
一
％
、
乾
難
鐸
で
五
二
二
二
％
、
一
二
・
八
％
、
三
九
・
五
％
、
三
六
・
○
％
と
な
琴
、
こ
．
〕
で
の
興
味
あ

る
煮
と
し
て
は
、
箋
に
癒
未
満
屡
渉
な
響
最
嚢
董
奪
、
第
二
に
羅
屡
で
怠
ぜ
手
取
額
率
ぶ
お
ち
る
の
か
、
第
三
に
工
臨
麟
の

率
が
な
ぜ
三
醜
以
上
麟
を
上
懸
る
の
か
、
最
後
に
三
編
以
上
藤
の
率
斜
な
壱
乾
態
鐸
と
雨
懇
霧
と
の
簡
で
大
き
く
異
な
る
の
か
、
な
ど
で

あ
ろ
う
。

　
第
房
煮
は
、
癒
未
満
緩
で
簸
家
労
鱈
方
を
秘
矯
す
る
割
合
の
高
さ
、
遜
に
恥
え
ば
雇
罵
労
賃
支
払
藻
分
麟
著
し
く
小
さ
い
．
老
を

反
議
し
て
客
．
箋
房
煮
整
紘
屡
に
韻
餐
豹
髪
緊
小
鐸
料
を
支
払
ぞ
い
る
氷
梅
農
家
が
集
中
し
遜
る
．
差
に
老
．
、
癒
当

小
舞
舞
渉
、
賑
麟
叢
九
〇
獲
ペ
ソ
（
雨
難
霧
）
、
一
、
○
○
藁
ソ
（
乾
雑
作
）
で
あ
£
ぶ
、
勢
購
屡
で
整
盆
○
～
六
八
○

ペ
ソ
（
薦
難
霧
）
、
護
六
〇
～
八
○
（
）
ペ
ソ
（
乾
驚
鐸
）
　
の
縫
に
分
毒
し
て
恥
た
。
第
三
の
点
に
絶
し
て
は
必
ず
し
も
購
確
で
は
な
》

ぷ
・
除
箪
織
数
が
多
恥
と
か
、
窮
除
羅
薮
潜
多
》
と
か
、
乾
難
舞
で
蕉
条
繕
を
稜
錘
的
に
試
行
し
た
な
ど
の
経
営
面
で
の
積
極
性
を
疲
験

し
て
い
る
。
繁
藤
の
煮
に
つ
恥
て
は
筋
違
㊧
よ
う
な
台
風
の
覆
審
を
実
態
と
し
て
も
っ
と
も
大
き
く
う
け
た
こ
と
に
よ
る
。

　
　
一
』
甲
叡
｝
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
麟
一
の
“
木
鐸
経
営
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
一
二



　
一
諾
　
　
　
　
交
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
麟

　
怠
お
交
譲
織
灘
面
で
は
こ
為
と
》
つ
た
懇
雅
な
購
麟
的
頓
鶴
盤
を
讀
み
と
る
こ
と
麟
で
き
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
各
米
繹
農
家
の
支
凄
経
費
の
、
繕
内
農
業
労
醗
者
雇
羅
な
ど
に
と
も
な
う
韓
湾
歩
留
の
離
合
を
、
慈
掲
第
二
〇
・
二
一
表
に

よ
っ
て
み
る
と
、
簿
難
に
よ
参
差
は
あ
る
も
の
の
、
薬
贔
等
の
購
入
麟
麟
要
な
鋳
除
・
施
肥
、
越
外
か
ら
め
サ
ー
ビ
ス
に
歓
喜
す
る
灌

灘
、
鯵
磐
縫
主
に
麦
払
う
小
簿
料
な
ど
は
豫
と
ん
ど
歩
留
渉
な
く
、
機
械
倦
題
に
蟹
存
す
る
籍
起
・
整
地
は
歩
留
潜
少
な
い
．
こ
れ
ら
に

記
し
て
、
繕
内
蓬
驚
労
饒
力
に
歓
喜
す
る
工
程
で
は
歩
留
解
轟
く
な
っ
て
磨
る
こ
と
撰
わ
か
る
．
そ
の
繕
果
、
支
鐵
費
驚
の
う
ち
二
八
％

（
雨
難
舞
）
、
二
七
％
（
乾
霧
梅
）
ぶ
羅
湾
に
還
癒
し
て
》
る
こ
と
ぶ
わ
か
撃
、
叡
大
全
韓
の
正
割
ほ
ど
赫
結
露
に
織
ん
ら
か
の
か
た
ち

で
と
ど
ま
っ
て
》
る
こ
と
ぶ
わ
か
る
。
こ
れ
は
欝
稿
で
群
纈
に
と
撃
あ
げ
た
よ
う
に
、
小
鐸
形
態
ぶ
分
董
小
舞
か
ら
定
額
な
い
し
は
享
定

額
小
蒲
に
移
行
し
た
と
は
》
え
、
雇
罵
労
鶴
力
を
多
く
擾
照
す
る
と
》
う
こ
と
撰
単
に
非
農
家
麟
に
叡
穫
分
奮
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圭
）

家
聡
で
の
穏
互
羅
懇
に
よ
る
実
質
的
農
家
手
取
額
を
高
く
し
ょ
う
と
す
る
行
動
渉
未
だ
多
く
残
っ
て
耽
る
の
で
あ
る
。

（
i
）
　
縫
揚
一
8
め
窪
（
i
）
。

霞
　
お
　
わ
　
聲

に

　
こ
細
ま
で
の
考
察
を
、
米
舞
懸
面
積
難
麟
懸
に
整
遷
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
む

　
G
二
～
○
・
九
磁
麟
で
の
第
一
の
特
鍛
濾
、
鬱
鬱
手
段
み
裁
罵
離
合
渉
少
な
籍
こ
と
に
あ
る
．
、
癒
積
渉
小
さ
ψ
の
で
、
繋
趨
で
は
ハ

ン
蓉
ト
ラ
ク
タ
ー
ぶ
よ
蓼
多
く
利
罵
さ
れ
、
難
㊧
農
修
業
で
も
労
饒
手
段
の
穂
懇
率
鱒
小
さ
い
、
第
二
に
は
霧
家
労
饒
へ
の
敏
春
越
権
嬉

的
に
大
き
い
。
藤
簸
二
敷
穫
な
ど
で
典
璽
的
に
み
ら
れ
る
、
第
三
は
パ
ソ
タ
を
し
な
い
な
ど
い
く
つ
か
の
農
修
業
が
省
か
れ
る
、
そ
の
展



嚢
、
第
一
と
麗
保
す
る
購
、
縫
騨
づ
く
蓼
に
輿
璽
的
に
み
ら
翻
る
よ
う
に
人
力
の
投
下
量
勝
多
い
。
第
難
に
は
、
　
一
惣
当
経
費
摂
少
な

く
、
襲
家
労
簿
歓
喜
み
蕎
さ
と
あ
わ
ざ
つ
て
農
幾
手
取
額
率
ぶ
最
大
と
濠
つ
た
。

　
一
・
○
～
一
・
九
趨
麟
縁
、
第
一
に
紡
鎗
講
的
視
煮
か
ら
し
て
一
・
○
梅
未
満
屡
と
二
編
綴
と
の
串
縫
的
盤
怒
を
も
つ
と
こ
ろ
に
特
雛
が

あ
る
、
携
え
ば
、
労
麟
手
段
轟
縮
縫
成
に
お
恥
て
、
籍
趨
で
は
ハ
、
ン
ざ
ト
ラ
ク
タ
…
渉
こ
の
駿
屡
ま
で
掘
難
的
に
多
く
、
整
地
で
は
水
隼

の
舞
罵
赫
こ
の
驚
屡
か
ら
多
く
な
っ
て
》
る
こ
と
、
象
た
労
鱗
力
職
罵
構
成
に
お
》
て
、
な
お
縁
家
労
騰
力
へ
の
敏
喜
ぶ
大
き
い
だ
け
で

な
く
、
独
轟
離
に
は
穏
互
辣
跡
労
鐵
凱
刀
へ
の
敏
喜
ぶ
§
立
つ
こ
と
、
労
麟
手
段
湧
育
状
溌
に
お
恥
て
も
申
閥
的
盤
繕
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
ひ
第
二
の
特
鍛
は
カ
ビ
シ
夢
ア
が
こ
の
懸
麟
か
ら
で
て
↑
る
こ
と
噛
、
あ
婆
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
購
震
ぶ
農
業
経
営
だ
け
で
は
褻
立
で
き

な
》
渉
、
農
業
経
営
に
執
着
す
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
第
三
の
特
籔
は
、
こ
の
購
屡
の
一
紘
嶺
経
費
が
い
ず
轟
の
彬
難
で
も
最
大
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
鶴
然
に
も
小
梅
舞
の
大
き
恥
農
家
麟
こ
の
鶴
懸
に
集
中
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
二
八
）
～
一
丁
九
擁
麟
は
、
第
一
に
、
こ
れ
よ
参
事
の
踏
麟
と
の
翼
に
か
な
参
大
き
な
差
が
後
編
釣
鐘
藏
紅
お
い
て
喜
在
す
る
こ
と
に

全
体
的
な
特
鐵
を
求
め
る
こ
と
都
で
き
番
。
す
な
わ
ち
、
譲
起
で
の
大
聖
ト
ラ
ク
タ
ー
稀
罵
率
の
窪
倒
的
な
轟
さ
、
整
地
で
の
畜
力
舞
罵

率
麟
五
割
を
こ
え
る
こ
と
、
遇
辛
の
農
家
で
。
ハ
》
タ
ぶ
膏
な
わ
れ
て
ψ
る
こ
と
、
七
九
奪
乾
簸
簿
で
歪
条
嬉
を
試
駕
し
た
農
家
麟
集
中
し

て
耽
る
こ
と
、
労
縫
方
騨
罵
権
威
で
の
雇
霧
労
饒
歓
喜
解
施
醗
、
験
華
・
騎
綜
な
ど
を
蘇
》
て
獲
麟
醜
に
太
き
籍
こ
と
、
そ
し
て
労
欝
手

段
の
駈
有
麟
合
ぶ
も
っ
と
も
高
》
こ
と
豫
ど
ぶ
み
ら
れ
る
。
第
二
に
経
営
蝦
責
を
一
短
当
で
み
る
と
、
鐸
難
に
よ
っ
て
支
懲
経
費
項
靉
靆

砂
動
商
勝
ち
解
っ
て
は
》
る
も
砂
の
、
支
轟
綴
緯
と
し
て
は
購
麟
騨
嘱
、
中
癒
に
建
直
し
、
農
昆
手
取
額
が
平
均
を
常
に
上
記
わ
る
と
》
う

き
わ
め
て
安
定
し
た
経
営
献
溌
を
し
め
し
て
い
た
。

　
最
後
に
、
三
・
○
醜
以
上
麟
は
、
絞
徳
釣
騰
謡
で
は
基
本
的
に
は
二
紘
屡
と
霧
様
な
斌
混
を
あ
ら
わ
し
て
耽
る
．
し
か
し
、
経
営
級
友

　
　
…
串
都
ル
ソ
ン
・
マ
マ
ン
デ
ィ
ル
越
の
章
鐸
経
営
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
豊



　
茎
輪
脳
　
　
　
　
　
　
文
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

の
灘
面
で
は
大
き
な
ち
解
恥
部
あ
る
。
特
に
七
八
隼
雨
懇
作
は
含
颪
の
鞍
害
蕃
大
き
く
、
農
罠
手
取
額
も
一
短
当
で
平
均
の
辛
分
以
下
に

と
ど
ま
っ
た
。
わ
ず
か
に
露
積
競
縷
の
大
き
さ
ぷ
彼
ら
の
生
活
を
支
え
て
い
た
。

要
す
る
に
こ
の
載
の
米
撫
農
家
は
鼓
術
的
綴
面
、
す
敷
わ
ち
農
業
鼓
籍
離
郷
蚕
で
は
、
栽
襲
面
積
二
ら
紘
を
境
恥
と
し
て
大
き
な
格

差
羨
み
ら
轟
る
も
の
の
、
経
営
叡
支
砂
灘
醤
で
は
靉
靆
構
造
に
若
干
㊧
藩
縁
懸
特
籔
燐
み
ら
為
る
も
の
の
、
農
甕
手
取
額
に
は
そ
れ
羨
直

接
釣
に
反
駿
さ
れ
て
》
な
》
．
さ
ら
に
恥
え
ば
、
こ
の
耀
で
は
農
業
按
徳
革
麟
お
よ
び
農
地
改
革
な
ど
の
隻
産
闘
係
の
変
化
麟
来
だ
農
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
i
）

経
営
行
嚢
に
充
分
あ
ら
わ
轟
て
き
て
》
な
》
の
で
あ
る
。

（
i
）
　
こ
躯
豪
で
の
襲
寛
譜
に
つ
駆
て
は
、
湊
凝
交
交
η
車
懸
ル
ソ
ン
の
農
業
縫
造
と
地
銭
難
一
一
熱
七
一
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
極
凄
中
心
と
し
て

　
…
L
　
『
東
叢
経
済
眠
第
七
〇
弩
（
一
九
八
一
奪
三
月
）
蓼
参
窯
の
こ
と
。


